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1.は じめ に 一日本の外国語教育の課題
前世紀 末、1999年 のケ ル ン ・サ ミッ トで21世 紀 の教 育 に関 して 「ケル ン憲章」が 出 さ
れた。 その中で 「グローバ ル化 した世界 において、異な る文化 への理解の向上や流動性 の
ため の外 国語学習 の増進 を図 るこ と」が謳 われた。以後 数年の問 に、我が国で は言語教育
政策 に大 きな影響 を及 ぼすい くつか の報 告や提言が な されてい る。 まず 、2000年2月 に、
21世 紀 日本 の構 想懇 談会 は、当時 の小 渕首相へ の報告書 『日本 の フロ ンテ ィアは 日本 の
中にあ る』で 、変革 が進 む世 界 において グローバ ル ・リテラシー(国 際的対話能力)育 成






同年末 には、 自由民主 党文教部会 ・文教 制度合 同会議 の外 国語教育 に関す る分科会 は、








さらに2002年 には、文部科学省が設置 した英語教育改善に関する懇談会による 『「英語
が使える日本人」育成のための戦略構想』が出されたが、前掲の報告書や提言の内容に肉




この 「趣 旨」 に沿 って設定 された達成 目標 は次の ような ものである。
◎ 国民全体に求められる英語力 → 中学 ・高校での達成目標を設定
・中学校卒業段階:挨 拶や応対 などの平易 な会話(同 程度の読む ・書 く・聞 く)が で きる(卒
業者の平均が英検3級 程度)。
・高等学校卒業段階:日 常の話題 に関する通常の会話(同 程度の読む ・書 く・聞 く)が で きる
(卒業者の平均が英検準2級 程度)。
◎ 国際社会に活躍する人材等 に求められる英語力 → 各大学が、仕事で英語を使える入材 を
育成する観点 から、到達目標を設定。








③ 外国語/英 語教育の成果を高めるためには具体的な到達目標 を設定 し、その到達 目標
を核にして指導内容、指導法、評価方法について明確な指針 を示すナシ ョナル ・シラバ
スを設定する必要がある。 しか し、ナシ ョナル ・シラバス設定にあたって柱 となる到達
目標が極めて安易 に設定されている。
④ 外国語/英 語学習の開始期、時問数、クラスサイズは外国語教育の成否 に決定的な影








外国語教育の現状 と課題について報告するとともに、 日本の外国語/英 語教育が参考 とす
べきことが らを指摘 したい。
なお、本稿 は日本児童英語教育学会(JASTEC)関 西支部 ・プロジェク トチーム(代
表:樋 口忠彦)の 研究成果の一部である。約2年 聞、20回 を超えるプロジェクトチーム研
究会における発表内容に基づ き、各執筆者がそれぞれの担当国や地域の原稿 を作成 し、樋
口と藤田が全体の内容調整 をおこなった。またこのプロジェク トチームの本来の課題であ





























A.中 国の外 国語教 育
]。外国語教育政策のねらいとその背景
中華人民共和国(中 国)は 、学籍者数が2億8千 万を超える教育大国であ り、学校制度
は6-3-3-4制 で教育制度は国家教育委員会 を中心に中央集権的であるが、地域格差や
学校間格差 も著 しく全体像の把握 は難 しい。中国における正式な英語教育の始まりは1862
年で、その後1961年 ～63年 に外国語強化策が取 られ、外国語が大学入試正式科 目とな り、
小学校低学年から外国語が開設 された。その後1985年 の 「教育体制改革の決定」などを
経て、「国家教育委員会」が設置 され、1992年 に通達 された 『九年制義務教育の全 日制小
学、初級中学課・程方案』の課程計画の各教科 カリキュラムに沿って1993年 か ら教育が行
われている。(大 谷、沖原他,2004)ま た2005年9月(北 京市 は2003年9月)の 新教
育課程完全実施を目指 して、2001年9月 より 『小学英語課程教学基本要求(試 行)』、『全
日制義務教育普通中等学校英語課程標準』(以 後、課程標準 とする)に よる教育が試行さ
れている。その前文には、「社会の情報化 と経済のグローバル化の進展に伴い英語の重要
性が高 まった」 とある。中国における国民経済と社会の発展のために、まず科学技術 を発
展させ、国民全体の教養を高め、自国の文化 を海外 に広めることが英語教育の目的になっ
ている。 このため英語教育 を国民の基礎教育の重要課題 と位置づけた改革が行われ、これ




的に改革する動 きが見 られる。また英語以外の外国語 を7年 生か ら12年 生で導入するな
ど外国語教育にも力を入れている。
2.外 国語教育の現状
中国では、英語を小学校3年 か ら導入 し、9年 聞の初 ・中等教育の一貫 したカリキュラ
ムの中で、実践的な運用力 を高めることとなった。表1に 見るように、時聞数は、3・4
年生は20分 授業が週4時 間、5・6年 生は20分 授業が週2時 間と40分 授業が2時 問以上、
7年 生から9年 生は50分 授業が週4時 間以上 となっている。全体的な傾向 として40分 授
業が週1～3時 問、年聞34週 行われている。クラスサイズは平均50人 である。また、英語、
日本語、ロシア語など複数の言語 を選択可能だが、3年 生か ら12年 生 は英語が必修であ
欝
り、英語及びその他の外国語は7年 生か ら12年 生 まで6年 間必修である。
[表1]学 年別 目標言語 ・時間数 ・クラスサイズ



























英語、英語お よびその他 の外 国語

















英 語お よびその他 の外 国語
(日本語、 フランス語、 ドイツ語 、
ロシア語、スペ イン語)





3.英 語の指導 目標 、到達 目標
課程標準 による と、「英語教 育 は、生徒 が英語 の学習 や実践活動 を通 じて、段 階的 に英
語知識 と技 能 を獲得 し、英語 を実際 に使用 す る能力 を高め る過程 であ り、 また、生徒が視
野 を広 げ、思考力 を開発 し、個性 を育 てる過程 で もあ る」 とし、英語授業 の 目的 は、
・生徒の英語学習意欲を引 き出し、学習に対する自信を持たせ、良い学習習慣 と効率的な学習方
法を身につけ、自主的に学習する能力 と協力する精神を発揮させること




にある としてい る。具体 的 には課程標準 の中で言語技能(4技 能)に つ いて能力 レベ ルに
よ り9段 階 レベ ルの到 達 目標 をあげてお り、言語知識(音 声 、文法、単語 、機 能、話題)、
意欲 ・態度 、学習ス トラテ ジー、文化理解 に関 して も、2、4、8級 の到達 目標 をあ げて
い る(表2を 参 考 のこ と)。 読 み書 きの技 能 に関 して は導 入段 階で は 「読 んだ り書 いた り
す る」 となってお り、 「読 む」 「書 く」 の区別 は、小 学校終了段 階か らになってい る。入門
期 には豊富 な英語の リスニ ング、ス ピーキ ングの経験 を通 して、良好 なオーラル ・コ ミュ

































[表2]小 ・中 ・高修了時の到達 目標(内 容標準)
聞 く 話 す 読 む 書 く 文化理解
① 絵、画 像、 ジ [遊んで演 じる、視聴] C溌 音やアクセ ①学習した単語を読 ①例文を参考に ①英語の最も簡単な、人称、挨拶、別れなど
エスチ ャーな ど ①簡単なゲームをす ントが適切であ むことがで きる。 して文を書くこ の用語を理解できる。
を頼 りに、簡単 ることがで きる。 る 。 ②綴りの規則に従っ とがで きる。 ②誉める、お願いするなどに対 して、適切な
な単語あるいは ②教師の助けのもと ②身近な人や家 て、簡単な単語を読 ②簡単な挨拶文 反応がで きる。
内容 を理解する でスキ ットや童話の 庭状況について むことがで きる。 を書 くことがで ③国際的に最も重要な文化やスポーッ活動を
ことがで きる。 劇を演 じることがで 短い対話をする ③テキス トの簡単な き る 。 理解で きる。
②簡単な短い物 き る 。 こ とがで きる。 内容と指示を読んで ③与えられた絵 ④英語圏の国々で日常的に用いられている普
2 語の内容を理解 ③30～40曲 の歌 や ③ 日常生活の決 理解することができ や実物に関して 通の飲み物や食品の名前を理解できる。
級 することができ 簡単な詩に合わせ まり文句を使う る 。 簡単な見出しや ⑤英語圏の主な国々の首都と国旗を理解でき
・
る 。 て演じることができ ことがで きる。 ④お祝いカー ドなど 文を書 くことが る 。
6
年
③教室の活動の る。(1級 の要求内 (挨拶 、送別、 に書いてある簡単な で きる。 ⑥世界中の主な国々の重要な象徴(シ ンボル)
生 中で簡単な質問 容も含む〉 お礼 を言う、謝 情報を読んで理解す ④ アルフアベ ツ を理解 で きる。
修 を理解すること ④英語の歌30～40 るな ど) るこ とがで きる。 トの大文字 、小 ⑦英語圏の国々の最も重要な祝祭日を理解で
了 がで きる。 曲を歌うことができ ④教師の手助け ⑤絵を参考にして簡 文字、句読点を き る 。
時 ④指示された内 る。(同 上) のもとで簡単な 単な話や文を読み、 正確に使うこと
容を理解し適切 ⑤簡単な英語アニメ スキッ トを行 う 意味を理解できる。 がで きる。
に反応すること などの教育番組を見 ことが できる。 ⑥学習 した話または





① イン トネーシ ョンやアク ①簡単な話題について、情 ①文の前後関係や語 ①作文の必要性 ①英語 コミュニ ケーシ ョンの中で よく使われ
セン トによって話者の意図 報を提供したり、自分の意 の形態に基づ き、未 に応じて素材を るボデ ィー ・ランゲージを理解 で きる。例え
を理解 することがで きる。 見を表現したり、討論に参 知語の意味を推測し 収集し、準備す ば、 ジェスチ ャー、表情 など。
②関係のある話題の談話を 加する ことがで きる。 て理解することがで るこ とがで き ②英語の異なる入称、挨拶、別れなどの用語
理解し、情報と要点をつか ② 人 とコミュニケー ション きる。 る 。 を適切に使用できる。
むことがで きる。 を行い、協力して課題を達 ②文と文の論理関係 ②独力で短い文 ③男性や女性によく用いられる英語の名前や
③文脈の助けを借 りて新 し 成で きる。 を理解で きる。 章やメ ッセージ ニ ックネーム を理解 し、識別 できる。
い単語を推測 し要点を理解 ③口頭表現において、適切 ③文章の主題を見つ を書 くことがで ④英語圏の国 で々用いられている家族のメン
す ることがで きる。 に自己修正をすることがで け、話の内容を理解 き、教師の指導 バーの呼び方が理解で きる。
5
④自然な速さの物語や叙述 きる 。 し、物語の進展と結 で修正 できる。 ⑤ 英語圏の国々の服装習慣(フ ォーマ ル ・カ
級 文を聞き、因果関係を理解 ④情報を的確に聞き、分か 末 を予測で きる。 ③よく使用され ジュアルな ど)が 理解で きる。
・ する ことがで きる らないと聞き返すことがで ④一般的な題材を読 る接続詞を用い ⑥英語圏の国々の飲食習慣が理解できる。
9 ⑤聞きながら適切に反応す きる。 む ことがで きる。 て、順序や論理 ⑦人に誉められたり、頼まれたりするときに
年 る ことがで きる。 ⑤話題や場面に応じて対話 ⑤目的に応 じて、基 関係を表現する 適切な対応ができる。
生 ⑥文章の内容を聞きながら を行 うことが できる。 本的な読解ス トラテ ことが できる。 ⑧適切な形で、誉める、お願いするなどの表
修 簡単な情報を記録すること ⑥英語でスキットを演じる ジーを利用 し、情報 ④人物や出来事 現 ができる。
了
時
がで きる。 ことが できる。 を得 ることができる。 について簡単に ⑨英語圏の国々の地理的な位置、気候、特徴、
⑦上記の活動の中で、自然 ⑥辞書や参考書など 述べることがで 歴史などが多少理解できる。
な発音 、アクセン ト、イン を利用して学習でき きる。 ⑩一般的な動 ・植物が英語圏の国々の文化の
トネーシ ョンを用いること る 。 ⑤与えられたグ 中に根づいている意味を理解できる。
がで きる。 ⑦教科書を除いて、 ラフや表に基づ ⑪英語の文化の中で自然現象はどのような意
課外で多読を行い、 き、簡単な文 ま 味を持っているか理解できる。
読解語彙数は累計で たは説明を書く ⑫英語圏の国々の伝統的な文化とスポーッ活




① イ ン トネーシ ョンの 違い ①適切な イン トネー ション ①読み物の中の異な ①全体的な構成 ①英語でよく使われる慣用語句とその背景と
で態度の違いが理解できる。 とリズムで話すことができ る論点や態度を理解 を考え、ある程 なる文化的内容を理解できる。
②身近な話題に関する討論 る 。 で きる。 度ま とまった文 ②英語 コミュニ ケー シ ョンの中でよ く使 われ
や会話を聞き取 り要点を理 ②学習課題に基づき、計画 ②異なる題材の文章 章をその場で書 る ことわ ざが理解で きる。
解で きる。 を作成で きる。 の特徴を区別でき き、物事を記述 ③英語圏の国 の々主な作家、芸術家、科学者
③簡単な文章の論点を理解 ③実験や調査研究の過程や る。 した り、自分の の経歴、実績、貢献 などを理解 できる。
8 で きる。 結果を報告できる。 ③文の構成を分析し 考えや態度を表 ④主な英語圏の国 の々政治、経済などの現状
級
・ ④ラジオやテレビの英語二 ④一般的な話題に関して、 て、長文や難しい文 現 できる。 が多少理解できる。
普 ユースの主題や概要をほぼ 準備 して3分 間のスピーチ を理解で きる。 ②教科書の本文 ⑤英語圏の国々の主なマスメディアの状況が
通 理解で きる。 を発 表するこ とがで きる。 ④教師の指導で簡単 の要約を書 くこ 理解で きる。
中 ⑤多少娩曲的な意見や誘い ⑤ 日常 のコ ミュニケーシ ョ な文学作品を鑑賞で とが できる。 ⑥主な英語圏の国々と自国の生活様式の違い
等 を理解で きる。 ンの中で、言語を適切に用 きる 。 ③流暢に文章を が理解で きる。
学 いて表現す るこ とが できる。⑤学習課題の指示に 書くことができ ⑦英語圏の国々の人々と自国の人 の々人との
堕 例 えば、意見 を述べ る、判 従い、 インター ネッ る。 付 き合い方やジェスチャーの違いを理解でき
苧業
断 を行 う、叱 る、抗 議す る トで情報を収集して ④文字や図で提 る 。
時 など。 処 理で きる。 供された情報に ⑧英語圏の国々の主な宗教の伝統が理解でき
⑥日常生活の翻訳ができる。⑥教科書を除いて、 基づ き、短 い文 る。
例 えば外国人 との ショッピ 読解語彙数は累計で 章や レポ ー トを ⑨英語学習を通して、世界の文化を理解し、
ング、観光案 内など。 36万 語 に達す る。 書くことができ 国際理解を培う。
る 。 ⑩英語圏と自国の文化比較を通して、自国の
文化理解を深める。




について大 まかに理解させた り、生徒の身近な生活と関連させた りして、英語学習の興味
を引 き出すべ きであるとしてお り、その中で、「人称、挨拶、別れなどの用語 を理解でき
る」や、「誉める、お願いするなどに対する適切な応答がで きる」など、言語を介 して文
化の違いを理解 させようとしている点 も特徴 と言える。また8級 など英語学習の高度な段
階では異文化に触れる範囲を広げることでより視野を広 げ、文化的差異 に対する感性 と意
識、異文化 コミュニケーション能力 を高めるとある。
4、指導内容
4.1題 材(話 題 、場面)、 機 能
2級(6年 生)で は数 字、色、 時 間、 天気 、食 品、服装 、玩 具、動 ・植物 、 身体 、家
庭 、学校 、友達 、文化 、ス ポー ツ活動 、祝 祭 日な どの話題 を取 り扱 い、挨拶 、別 れ、感
謝 、謝 罪、紹介 、お願 い な どの機 能 の基 本的 な表現 を理解 させ る。5級(9年 生)で は、
家庭 や学 校生 活 に密接 に関わ ってい る話題 や、 日常生 活、趣 味、嗜好 、風俗 ・習慣 、科
学 ・文化 な どに関す る話題 を理解 し、人 と付 き合 うと きに有効 な表現 を用 いた り、 日常生
活 の中の挨拶 、別れ、感謝 、紹 介 な どの コ ミュニケー シ ョンにおけ る機能 を理解 し表現で
きる こ とを 目指 してい る。8級(12年 生)で は、個 人、家庭 、杜会 の 中で人 と付 き合 う
際 の話題 や 日常生活、趣味 、好 み、風俗 ・習慣 、科 学 ・文化 な どに関す る話題 、お よび職
業、祝祭 日、風 俗 、社 交マ ナーな ど中国の社会生 活 に関す る話題 に精通 し、諸外 国の 日常
生活や習慣 に関す る話題 を理解 す ることを 目標 に している。また、公共 の場 で挨拶 、感謝、
紹 介 な どの コミュニケ ーシ ョンにお ける機能 を適切 に理解 し表現 で きる とともに、 日常的
に人 と付 き合 う時 に、意見発表 、判断、叱責、抗議 な どさまざ まな言語機 能 を適切 に理 解
し表現す るな ど、実生活 で情報 を交換 で きるこ とを 目標 としている。
4.2文 法、語彙
2級(6年 生)で は名詞の複数形、主な人称、動詞の語形変化を理解できる、時聞、場
所、位置 を表す語句 を理解 できる、英語の簡単な文型 と機能を理解できるな どを 目標 と
し、上記の話題の範囲内で、600～700の 単語 と50前 後の慣用句を学習する。5級(9年 生)






























では、実際に言語 を使用 しなが ら、言語形式の意味を理解 した り表現することができる、
人や物事 を表現 した り、それ らを比較する構文や、具体的な事件や行為 の発生、進展や、
時聞、場所、方向を述べる表現 を理解で きるなどが挙がっている。そ して英語の語彙 には、
単語、語句、慣用表現や定型表現などがあることや、基本的な意味 と特別な意味などを理
解 し、1,500～1,600の 単語 と200～300の 慣用表現や定型表現 を用い、物事、行事 、特徴
などを表現 した り概念を説明できることを目指 している。8級(12年 生)で は、異なる機
能、意味、態度などを理解 し、表現 した り、比較的複雑 な出来事、行為、特徴 などを述べ
た り概念 を説明で きるとあ り、3,000の 単語 と400～500の 慣用表現や定型表現を使用す
ることがで きることを目標にあげている。
4.3発 音
2級(6年 生)で は、スペ リング を見 て発音 を理解 した り、簡単 な発音規則 や アクセ ン
トが理解 で き、発音 が 明瞭で イ ン トネー シ ョンが 自然 で あ るこ とを 目指 してい る。5級
(9年 生)で は、言語 学習 の中で使 われる音声 の違い に よ り意味 の違い を識 別 した り、発
音 を聞いて単語や短 い文 を書い た り、発音 、 アクセン ト、音変化 、 イン トネーシ ョン、 リ
ズ ム を理 解 し、そ れ らを 日常会話 の 中で ほぼ正確 かつ 自然 に使 う ことが で きる と してい
る。8級(12年 生)で は、詩の リズ ム を理解 した り、実際 の コミュニケー シ ョンの中で、
発音や イ ン トネーシ ョンとその違い に よる意味や態度 を理解 し、 自然かつ適切 に使 えるよ




て総合的な生涯学習の基礎を築 く。②生徒の情緒面 に注 目し、ゆとりのある民主的で和や
かな授業雰囲気 を作 り出す。③ 「課題解決型」の学習活動を提案 し、生徒の総合的な言語
運用能力を養 う。④生徒 に学習ス トラテジーを適切 に指導 し、生涯学習の基礎 を作る。⑤
生徒の文化的視野 を広 げ、異文化 コミュニケーションの理解 と能力を高める。⑥教育技術
を利用 し、英語学習のための適切な学習方法や教材を広める。⑦い きいきとした授業外活
動 を行い、生徒の英語学習を促進させる。⑧教師は常に授業や文化などに関する新 しい知
識体系 を持 ち、英語教育 に対する現代社会の要求に適応する。⑨授業の頻度 と時問数を増
すことによって授業効果を上げるという原則にのっとり、授業効果 と質を保証する。
欝
これら以外 にもレベルに応 じた授業事例を数例挙げ、活動 目的や手順 を具体的に示 して
お り、分か りやす く効果的であると考えられる。
6.評 価
評価は目標実現のための重要な一部であるとし、教育の質の管理のための評価体制を確
立 している。そのため参考 として評価事例 を挙げ、指導 と評価の一体化を目指 してお り、
評価の留意点 としては次のようなことが挙がっている。
課程標準の目標 と要求に基づ き、授業全体の流れと成果 に対 して効果的な評価 を行い、
評価の主体である生徒 に学習の進歩 と成功 を体験 させ、自己を認識 させ、 自信 をつけさ
せ、総合的な言語運用能力を発揮できるようにさせる。また教師は、適切 な方向に授業 を
調節 して授業 レベルを高める。学校 は、随時、課程標準の進捗状況 を把握 し、授業管理 を
進めて英語課程の発展 とさらなる充実に役立てる。英語課程の評価システムにおいては、
評価の主体 と評価形式を多様 にすべ きである(例:授 業の学習活動評価、学習効果に対す
る自己評価、学習ファイル、アンケー ト、インタビュー、父母による生徒の学習状況の評
価、日常のテス ト)。評価は、生徒の総合的な言語運用能力の発達過程 と学習効果を重視
し、 日々の形成的評価 と総括的評価(面 接、 リスニ ング:定 期考査 にも少な くとも20%
は含める、筆記など)を 併用 して実施する。また、評価は評価結果が授業効果に与える波





教員養成機 関の大学への格上げが決定 され首都師範大学地方教育学院などに変身 してい
る。(木 村,2002:44)中 国では深刻な教員不足の中、これまで正規の教員養成学校の卒
業生以外からも採用 してお り、小学校教員のうち、4年 制大学の卒業生は、わずか数パー
セ ン ト、55万 人を超 える中等学校英語教員のうち無資格教員は中学校で1割 前後、高校
で4割 といわれる背景 もあ り、現職教員研修 にも力を入れている。教員研修 は、教育学
院、教師研修学院、教師研修学校、師範学校、教育大学内の研修 コースなどの研修機関
や、「中国教育テレビ」 を利用 したサテライ トテレビやインターネッ ト、マルチメディア
による遠隔通信教育などで行われ、修了すれば相応の師範学校卒業 と同等の学歴が認めら
諸外国の,.'r育 政策と日本の儲 教育への示耀
れる。(沖 原,2004:65)ま た北京市では学歴教育が進み、多 くの教員が勤務終了後大学
の夜聞コースなどに通いながら学位取得を目指 してお り、現職小学校教育研修では、全員
が英語力向上科 目、英語教授法理論科 目、一般教育理論科 目の3つ の領域にわた り、科 目
を履修 しなければならない。(木村,2002:44-45)
1999年 から始まった 「小中学校教師継続教育プロジェク ト」(五 ヶ年計画)で は、全国
1000万 人の小 中学校教師のほぼ全員を研修に参加 させ、190時 問以上さまざまな研修を受
けさせた り、100万 人の中核教師を選び、各省 と教育省 とが分担 して再教育することによ
り、指導的な役割 を持つ教師を養成することも目指 している。(沖 原,2004:67)ま たパ
ソコンの基礎知識と技能習得の研修を受けさせ教育活動への活用を目指 している。
.'題と展望
中国には大国ゆえの課題が見 られる。2008年 の北京でのオリンピック開催 も重 なり外国
語教育熱が急速に高まりつつあ り、北京、上海などの大都会で見 られるように英語教育が
小学校1年 生から始まっているところもある一方、英語教員の不足 などにより十分な環境
が整わず、外国語教育が行 き届いていない地域 も多い。現時点でもすでに都市部 と農村部
など地域の格差が激 しく、統一 した教育 レベルを維持するに当たって大 きな問題 となって
いる。また、課程標準 を作成 し、全土での完全実施 を目指 しているが、実態の把握 も含め
徹底 させるには困難 と時間が伴 うと考えられる。
しか しながら、外国語教育における確固 とした教育理念 と目標、役割を提示 し、その上
で全体を見通 し到達 目標 を小学校3年 か ら10年 問の一貫 した英語教育 に1級 ～9級 まで
各 レベルの言語運用能力の目標 を定め、その上で、1、2、5、8級 の4つ のチ ェック
ポイン トを設け、都市部と地方 との教育格差や到達度 と就学年齢に差 を持たせるなどの工
夫が見 られる。また、教員の力量や格差を補 うため検定教科書 には生徒用練習帳、ワー




を中心 とした展望 を感 じさせ られる。
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韓国(大 韓民国)で は、古代 より他国か らの侵略により辛酸を嘗めた朝鮮半島の歴史的
関係もあ り、強大国の言語を習得することへの歴史的必然性 と、現代における国際競争力
増加 を目指す実利的必要性があいまって外国語教育に力が入れられている。
韓国の教育政策 は実質的には1954年 の第1次 教育改革に始 まり、現在 は第7次 教育課
程期(1997～)に あるが、1948年 以来、中学校 においては英語は必修科 目であ り、高等
学校 においては英語 を含む複数の言語 を必修、 もしくは選択必修科 目としている。高等学
校の外国語教育は、第1次 教育課程期には、英語、フランス語、 ドイツ語、中国語か ら1
～2科 目選択必修、第2次 教育課程期以降は英語は必修科 目になり、選択必修科 目として
1969年 か らスペイン語、1974年 か ら日本語、1992年 からロシア語、1997年 からアラビァ
語が加わ り、現在、英語 を含む合計8力 国語の科 目を設けている。また、中学校 において
も、2001年 度より学校長の裁量で教科裁量活動の選択科 目の一つとして第2外 国語(生 活
外国語)が 開始可能となっている。(河 合,2004a:16-26,280)
外国語教育の中でも最 も重視 されている英語教育は、初等学校 において も1982年 に特
別活動 として導入され、1997年 に3年 生から教科として導入 された。韓国の学校教育制度
は6-3-3-4制 であるが、現行の第7次 教育課程 は初等学校1年 から高等学校1年 まで
は10年 一貫 した 「国民共通基本教育課程」で、高等学校2、3年 は生徒の適性 と素質に
合った進路が開けるよう 「選択中心教育課程」で構成され、初 ・中 ・高一貫教育が体系づ
けられている。国民共通基本教育課程の 「外国語(英 語)」 の章の冒頭 には、「英語は国際




































的に最 も広 く使われている言語である。世界の潮流に沿って進み、国家 と社会発展に寄与
し、世界人として質の高い文化生活 を営むためには英語で意志疎通をはかる必要がある」
(大韓民国教育部,1999:403)と 記 されてお り、韓国においては、英語の意志疎通能力の
育成という明確 な目的をもって、初 ・中 ・高一貫 した英語教育が進められている。
本稿 においては、第7次 教育課程の中で、初等学校3年 か ら高等学校1年 までの外国語
(英語)教 育の指針 とされる 「初 ・中等学校教育課程一 国民共通基本教育課程」2(1997年
告示)を 中心に韓国の外国語(英 語)教 育を概観する。
2.外 国語教育の現状
韓国における英語教育開始学年である初等学校3年 か ら高等学校1年 までは、「国民共
通基本教育課程」 に基づ く一貫 した外国語(英 語)教 育が実施されている。初等学校3年
から6年 までの授業形態は 「深化 ・補充型水準別」授業で、全ての児童に共通 して適用さ
れる基本課程 と、その下位課程 として、基本課程の到達基準 に達 した児童を対象 とする深
化課程 と、基本課程の到達基準 に達 していない児童を対象 とする補充課程が置かれてい
る。
中学校1年 か ら高等学校1年 までは 「段階型水準別」授業で、各学年を1段 階として4
段階を置 き、さらに学期を単位 とす る2つ の下位段階a,bを 置いている。下位段階a,b内
では、深化 ・補充型水準別授業を実施することを奨励 している。
高等学校2、3年 は 「選択中心教育課程」 に基づき、外国語は英語 を含み総て選択科 目
である。 しかしなが ら、実質的にはほとんどの高等学校で外国語(英 語)は 必修である。
韓国の高校 は、人文系、実業系、専門系 に区分 されているが、 日本の普通科 にあたる人文





初等学校3年 から高等学校1年 までの英語教育の指導 目標は、「日常生活 に必要な英語
を理解 し、使用で きる基本的な意志疎通能力 を養 う。合わせ て、外国文化を正 しく受容
2国 民共通基本教 育課程 につ いては、金京 子 ・小泉仁訳 を参 考に し、引用 につ いては同訳の頁数 を記 してい るが、一部訳 を修 正
した。
繍
し、 自国 の文 化 を発 展 させ、外 国 に紹介 で きる基礎 をつ くる」(大 韓民 国教 育 部,1999:
404)を 前文 とし、次の4項 目を挙げ、音声言語活動 を中心に、4技 能の運用能力の育成
を 目指 している。
① 英語に興味 と自信を持ち、意志疎通を図れる基本能力を養う。
② 日常生活と一般的な話題に関して無理な く意志疎通がで きる能力を養 う。
③ 外国の多様な情報を理解 し、これを活用できる能力を養う。
④ 外国文化を理解 した上で、自国の文化 を新たに認識 し、正 しい価値観を養 う。(ibid.:404)
[表3]学 年別 目標言語 ・時間数 ・クラスサイズ
学年(段階) 目標言語 時間数(年 間34週) クラスサ イズ3 備考
初






英語 週2時 間(年68時 間) 平均32名
1(7) 英語 平均38名 英語のみ必修
2(8) (教科裁量活動 「生活外 国語」: 週3時 間(年102時 間)
中 ドイ ツ語 、 フ ラ ン ス語 、 中 国 (教科裁量活動 「生活外国語」
学 語 、 ス ペ イ ン語 、 日本 語 、 ロ は週1回1時 聞)
校 シア語、 アラビア語)
3(9) 英語(教 科裁量活動同上) 週4時 間(年136時 間) 平均38名
1(1d) 英語5 週4時 間(年136時 間) 41～60名 程度 英語のみ必修
古 2(11) 英 語 、 ドイ ツ語 、 フ ラ ン ス語 、 [一般選択科 目] 41～60名 程度 外国語は全て
罪 3(12) 中 国 語 、 ス ペ イ ン語 、 日本 語 、 各科目週3時 問 選択科 目6
学 ロシア語、ア ラビア語 (年102時 間 ×受講科 目数)
校 [深化選択科目]
各科目週4時 間
(年136時 聞 ×受講科 目数)
3.24技 能の到達目標(成 就基準7)
韓国においては、学年 ごとに4技 能の成就基準を提示 している。初等学校6年 、中学校
3年 、高等学校1年 の基本課程 の成就基準をまとめたものは表4の 通 りである8。なお、
3ク ラスサイズは、文部科学省生 涯学 習政策局調査 企画課の次の刊行資料 に基づ く。初等学校 ・中学校:「 教育指標 の国際比較平
成16年 度版」(2005)。 高等学校(人 文系):「 諸外 国の初等 中等教 育」(2002)。
41時 間は初等学校40分 、中学校45分 、高等学校50分 で ある。
5高 等学校1年 は、2001年 度 よ り中学校 にお いて教 科裁量活動 と して 「生活外国語」が導 入可能 になったこ とか ら、 これ まで2
年か ら開始 されていた英語以外 の外 国語が2002年 度 よ り1年 か ら開始可能 になっている(河 合他、2004b:12)。
6高 等学校2 、3年 の外国語 は全 て選択科 目で、「一般選択科 目」 と 「深化 選択科 目」に分類 されてい る。英語 は深化選択科 目の
中 に5科 目ある。全科 目は次の通 りである。[一 般選択科 目]ド イツ語1、 フランス語1、 中国語1、 スペイ ン語1、 日本語1、
ロシア語1、 アラビア語1。[深 化選択科 目]英 語1、 英語]1、 英語会話 、英語 読解 、英語作 文、 ドイツ語II、 フランス語1、 中
国語 ∬、スペ イン語1、 日本語II、 ロシア語 丑、ア ラビア語1。
7成 就基準 は、教育課程 の外国語(英 語)の 章の 「内容」 の節 で、「学年 ・段 階別内容」 と して挙げ られ てお り、「内容 とは 目標
と学習内容 を包括 す る概念 で、基 本課程 と深化課程 の成就基準 を提示 する」(大 韓民 国教 育部,1999:407)と 記 され ている。つ















[表4]基 本課程の学年 ・段階別4技 能到達 目標(成 就基準)
聞く 話す 読む 書く
① 日常生活に関するごく簡単 ①日常生活に関するごく簡単 ① ご く簡単 な話や語句 を読 ① ご く簡単 な単語 を書 く。
な内容の 話 を聞 き、意 図や 目 な話 を聞い て、その内 容 につ み、意味 を理解 する。 ② 口頭で慣れた語句や文 ・
的を理解 する。 いて尋ねた り答 えた りす る。 ②口頭で慣れた語句や文章を 文章 を書 く。
②簡単な対話を聞いて、主題 ②日常的な話題について自分 読 む。 ③ アル ファベ ッ トの プロッ
を理解す る。 の意見 を簡単に述べ る。 ③平易で簡単な文章を、正 し ク体の大文字 ・小文字と句
③簡単な話を聞いて、細部事 ③簡単な対話を聞いて主題を く区切 って声 に出 して読む。 読点、疑問符 などを正 し く
初 項 を理解す る。 話す。 ④ 日常生活に関する平易な短 書 く。
等 ④これから起こる出来事に関 ④簡単な話を聞いて細部事項 い文章 を読 み、理解 する。
学
校
す る簡単 な話 を聞いて、理解 を話す。
6 す る。 ⑤過去の出来事、これからす
年 ⑤理由を尋ねて答える平易な る ことな どにつ いて簡単 に尋
対話 を聞い て、理解 する。 ねた り答 えた りする。
⑥対象を比較する平易な話を ⑥事実に関して簡単に理由を
聞いて、理解す る。 尋 ねた り、答えた りす る。
⑦簡単な電話での対話を理解 ⑦簡単 な電話での対話 をす
す る。 る 。
①一般的な話題に関する対話 ① 一般 的な主題 に関 し、大 き 一般的な主題に関する文章を ① 日常 生活で感 じた り、考
中 を聞 き、話者の態度や感情を な困難無 く対話 する。 読み、 えたこ とを 日記に書 く。
学 理解する。 ②m的 な主題に関する平易 ①大意及び細部事項を理解す ② 一般 的な主 題 に関 して、
3 ②一般的な主題に関する話を な話 を聞 き、細 部事 項 につ い る 。 ご く簡単 な文 章を書 く。
隻 聞き、主題及び要旨を理解す て話す。 ②要約する。 ③聞いた内容の要旨を簡単
目u る 。 ③比較的長い指示や説明をす ③著者の意図を理解する。 に書 く。
期 ③一般的な主題に関する話を る。 ④内容を完全に理解できずと ④句読点 、コロ ンな どを正
9a 聞 き、状況 を理解す る。 ④短い物語を聞いた後、結末 も、文脈から要旨と重要情報 しく使用す る。
段 ④比較的長い指示や説明を聞 を完成 させ て話す。 を理解する。
階 き、順序に合わせて課題を遂 ⑤要旨と関連のある情報 とな
行 する。 い情報を分ける。
一般的な主題に関する話を聞 ①一般的な主題 に関して対象 一般的な主題に関する文章を ①学習した文章を聞 き、意
中 き 、 や状 況、 目的 に合 わせ て適切 読み、 味を捉えて自分の言葉で書
学 ①大意及び細部事項を把握す に対話 をす る。 ①要旨と結論を推論する。 き直す。
3 る。 ②一般的な主題 に関する話を ②原因と結果を理解してその ②一般的な主題に関 して平
年 ② 原因 と結 果 を理 解 し、その 聞 き、要 旨と細部事項 を話 根拠 を探 す。 易 な文章 を書 く。
後 根拠 を探 す。 す 。 ③著者の意図と文の雰囲気 を ③平易な文章を読み、大意
期 ③状況と雰囲気を理解する。 ③自分の考えや気持ちを想像 理解す る。 を短 く書 く。
9b ④ 登場 人 物 の気 持 ち、 感情 、 した り、仮定 して話す。 ④文の展開順序、論理的構造
段 見解 などを理解 する。 ④一般的な主題に関する話を などを理解す る。
階 聞き、大意及び細部事項 を話 ⑤次 に起 こる内容 を推測す
す 。 る。
①一般的な主題に関するあ ① 一般 的な主題 に関 して、あ ①文脈か ら手がか りを探 し、 ①聞いた内容を、意味を捉
まり身近でない内容の話を まりつかえずに対話する。 意味 を予測す る。 えて書 く。
聞き、主題及び要旨を理解す ②一般的な主題に関する課題 ②いろいろな情報や資料を読 ②一般的な主題に関して自
高 る 。
9 を、大 きな困難 な く、協 力 し み、必要な情報を選択 してま 分 の考えを書 く。
等 ②物語 を聞 き、背景 、登場 人 合って遂行する とめ る。 ③一般的な主題の文章を読
学校 物、事件の展開など話の構成 ③身近な主題に関して、準備 ③m的 な主題に関するあま み、大 意を書 く。
1 を理解す る。 して発表 する。 り身近でない内容の文章を読 ④例文 を参 考に、文、文章
年 ③一般的な主題に関するあま ④短い対話や物語を聞いて、 ん で、 要旨 と関連の ある情報 または段落を適切に変えて
前' り身近でない内容 の話 を聞 後に出て来る内容を推測 して とない情報 を分 ける。 書 く。
期 き、大意及び細部事項を理解 話す。 ④m的 な主題に関するあま
10a
する。








①m的 な主題に関するあま ①一 般的 な主題 に関 し、比較 ①平易な文学作品を読んで、 ①一般的な主題に関する自
り身近で ない内容の話 を聞 的正確につかえずに対話す 主題、人物 、構成 、背景 な ど 分の考えを論理的に展開し
高 き、要 旨を推論 する。 る。 を理解す る。 なが ら書 く。
等 ②一般的な主題に関する身近 ②一般的な主題に関する話を ②一般的な主題に関するあま ②簡単 な質問、 メモ、電話
学 な内容 の話 を聞 き、話者 の主 聞い た り文章 を読 んで、 自分 り身近でない内容の文章を読 の伝言な どを記録す る。
校 観的見解 と、客観的事実を区 の主張 を話す。 み、文章 の展開、論 理的 な構 ③自分の過去の経験と、未
1 別す る。 ③特定の話題に関して必要な 造 を理解す る。 来の計画 を文章で書 く。
年後 ③m的 な主題に関するあま 情報 を交換する。 ③一般的な主題に関する文章 ④簡単な履歴書を書く。
期 り身近でない内容の話を聞 ④言わんとすることを状況に を読み、意見 と事実を区別す
き、内容 を要約 する。 合わせていろいろな方法で表 る。
lOb ④簡単な討論を聞 き、中心的 現 する。 ④一般的な主題に関する文章
段 な内容 を理解す る。 ⑤身近な主題に関して討論す を読 み、後 に出て来 る内容 を
階 ⑤一般的な主題に関する話を る。 推測す る。
聞 き、状 況 と主人公 の性格 を
理解す る。
.1㌧``隔 刷闘置
初等 学校3年 で は 「聞 く」 「話 す」 の2領 域 のみ で、4年 か ら 「読 む」、5年 か ら 「書 く」
が指導 されてい る。
4.指 導内容:題 材(話 題 ・場面)、 機能、文法、語彙、発音、文化
初等学校3年 から高等学校1年 までの英語教育においては、自然な言語活動のための指
導内容が挙げられている。題材は、家庭生活、学校生活、社会生活、趣味など日常生活や
身近な一般的な話題 を中心 に選択 されている。機能は、挨拶、紹介、感謝、飲食の勧誘、
事実描写、提案、好き嫌い、道案内、食事の注文など49機 能が挙げられている。
初等学校の音声言語活動では、意志疎通に必要な機能に関わる131の 例文が示 されてい
る。また中学校1年 から高等学校1年 で扱う例文 として、初等学校の131の 例文 を含む合
計346の 例文が示されている。初等学校6年 までに現在時制、過去時制、未来表現、比較表
現、不定詞の名詞的用法、助動詞などが扱われている。また、文字言語活動として、必要に
応 じて使うよう、さらに240の 例文が挙げられているが、こちらは主に中学校1年 から高等
学校1年 用である。
語彙については、基本語として2,067語 提示 されてお り、その内578語 が初等学校で使
用することが推奨 されている。学年別に導入できる語彙数や単一文の長 さも定められてお
り、それ らは表5の 通 りである。単一文の長 さについては、聞いて容易 に理解 し、模倣
し、記憶 し易い長 さに限定 しているものと考えられる。
音声については、音 と文字の関係、音の連結 など速度による音声変化などに留意 して言
語材料を選ぶ ことが推奨されている。
また、文化理解 は、外国文化 を理解 した上で自国文化 を新たに認識 し、正 しい価値観







韓 国語 の 「文」 は 「文、文章 」 を意味 し、「文章」 は 「文章、 文」 を意味す る(安 田吉 実 ・孫洛範 編 《1998》 『韓 日辞 典』 ソウ
ル:民 衆書林)。 教 育課程の韓 国語(原 語)版 において、「文」 と記 されてい る ものが必ず しも1文 だけを意味す る とは限 らず、
「文章」 と記 されてい るものが必 ず しも2文 以上 か らなる文章だ けを意味 する とは限 らない。 その点を踏 まえ、表4に おいては、
日本語 として理解 しやすい ように、韓 国語版 における 「文」、 「文章」の表現 を一部修正 して記載 している。










が推奨 されている。 また、マルチメディアのような、多様で興味を引 く教育媒体 を適切に
活用することも推奨されている。(ibid.:403,423)さ らに特記事項 として、初等学校の英
語教科書は2001年 度以降、教育人的資源部(旧 教育部)編 集の国定教科書1冊 に定めら
れ、CD-ROMな ど副教材 も完備 され、 クラス担任 もしくは英語専科教員の単独指導が可
能な状況が準備 されている。
一方、中学校 における英語教育の方法は、初等学校での英語学習で形成された英語学習
に対する興味 ・関心を持続 させ、英語で意志疎通がで きる基本的な能力を養い、流暢 さと
正確 さを養えるよう、言語習得過程を重視する教授 ・学習方法 を利用することが推奨され
ている(ibid.:403)。
また、中学校1年 か ら高等学校1年 までは、生徒が授業活動に積極的に参加で きるよう
に学習者中心の授業を進めることや、聞 くことや話すことの指導では視聴覚資料を積極的
に活用することなどが奨められている(ibid.:403,424)。 なお、初 ・中 ・高 を通 して、英
語の授業は英語で行 うことが推奨されている。
・.・,も磁
[表5]学 年別 語彙数 ・文の長さ ・例示文数











































韓国では、教育の質の管理のための評価体制を確立 し、指導 と評価の一体化を目指 してい
る。そのために、国として教科別に絶対評価基準を開発 ・普及 し、教科教育課程の目標に合
9人 名、地名 な ど固有名詞、月 、曜 日、基 数、序数 は新 しい語 彙 とはみ な さない。 また、単語 の変化 形は、一つ の単語 が包括す
るものと し、1語 の単語 とみなす。




どを開発 し、学校へ提供 しようとしている。外国語 も含め、教科の評価 においては多肢選択
型一辺倒のペーパーテス トよりも、叙述型主観的評価 と表現 ・態度の観察評価などを奨めて





中学校か ら高等学校1年 は、学習 した内容を中心 に、4技 能をバランスよく、妥当性、




育大学が担当し、中学校 ・高等学校教員養成は国立大学師範大学 と私立4年 生大学教育学
部が担当 している。ここでは、 日本において検討が急務 とされている初等学校英語教育の
教員養成と研修を取 り上げ、仁川教育大学 における例を挙げる。
まず教員養成であるが、同大学では5年 問の準備期 間を経て1997年 から初等学校英語




次に、現職初等学校教員対象 としては、大学院修士課程が夜聞(週2回 、各3時 間、履
修年限2年 半)と 休暇(16日 間集中、履修年限3年)の2コ ース制で1997年 に開設され





上級(深 化)コ ースに分けて、各20日 問、合計245時 間の研修 プログラムが実施 されて
いる。基礎 コース120時 間の内、58時 間は英会話 に当てられ、他 は、理論(言 語習得理
諸外国の講 育政策と日本の囑 教育への示唆 露
論 、教授 法、教材 論 な ど)12時 間、指導法(4技 能、評価)15時 間、実践例(実 物 ・絵 ・
創 造活動利用 法、歌 ・チ ャン ト・リズ ム利 用法、 ゲーム利用法 、劇 利用法 な ど)16時 問、
実習(模G7な ど)15時 問、他4時 間 とか な り充実 して いる。 また、上級 コース は、英





て、初 ・中 ・高一貫教育が進められている。また、意志疎通能力を育成 しうる授業を展開
できる指導者 を養成するために、教育大学 ・師範大学の教員養成のカリキュラムの改革が
強力に推進 されたことは特記すべ きであろう(河 合他,2004b:27-35)。 さらに、初等学
校の英語教育 においては、教科書が国定教科書1冊 に定め られ、CD-ROMな ど副教材 も
完備 された上に、教員研修 は245時 聞と充実 している。初等学校 に教科として英語 を導入





るが、河合 によると、2001年10月 にソウル市教育委員会がソウルの9,679人 の初等学校、
中学校、高等学校の英語教員対象に実施 した調査では、英語で授業ができる英語教員は初
等学校で11.7%、 中学校で3.9%、 高等学校で2.9%で あった(河 合他,2004b:25)。 また、
「国民共通基本教育課程」においては深化 ・補充型水準別の授業形態をとり、全ての児童 ・
生徒 に適用 される基本課程の下位課程 として補充 ・深化課程が置かれているが、補充課程
や深化課程は学校 によって実施状況に差があると聞 く。 また、初等学校の英語教育の指導
者に関 して も、導入当初 はクラス担任が担当 していたが、現在では英語の より得意な教員
が他 クラスの授業 も担当するという教員同士の交換授業が行われてお り、初等学校関係者
の問では英語専科教員を望む声が多い点 も補足 しておきたい。
課題 もあるが、本稿 において概観 した韓国の第7次 教育課程は、2000年3月 から初等学
校低学年を皮切 りに導入が開始され、2004年3月 に高等学校3年 までの全学年に導入が完
了された新 しい教育課程である。今後、示 されるであろう成果が期待 される。
講
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台湾の現在の言語政策を概観すると、大 きく3つ に大別で きる。 まず、国語、すなわち
北京語を公用語 として継続 させること、次に、郷土言語 として台湾語、客家語などの先住
民族語を継承 させること、さらに、英語などの外国語教育を充実 させることにある。外国
語教育については、従来から英語一辺倒の傾向が見 られるが、1990年 代半ばには、第2外
国語(日 本語、フランス語、 ドイッ語など)が 中学 ・高等学校で導入 された。近年、世問
の英語教育に対する関心は強 く、台湾経済の発展に必要不可欠な道具 として捉えられてい
る。特 に国民の英語コミュニケーシ ョン能力の養成が重要視 され、1998年 には、台北市で
小学3年 生 より英語教育が実施 された。2001年 には小 ・中一貫の英語教育 を目指すため
の 『國民中小學九年一貫課程暫行綱要:語 文學習領域』が施行され、小学校での英語教育
は5年 生から週2時 間全面実施 され、現在に至っている。なお、2005年 度には全国的に開
始学年を3年 生におろす予定である。小 ・中一貫英語課程の 目的は、国民の英語コミュニ
ケーション能力の基礎 を固めることと国際的視野の育成 にあ り、将来国民の国際的事務処
理能力 を高め、国家 としての競争力の増強の一助 とすることを目指 している。つまり国家
と個人の利益のために国策 として英語教育 を施行 していると言える。

























台湾の外国語教育における目標言語、授業時問数、お よびクラスサイズ を表6に 示す。
しか し、実態は、地方自治体 によって開始学年や授業時間数など多様である。
[表6]学 年別 目標言語 ・時間数 ・クラスサイズ
学年 目標言語 時間数* クラスサ イズ 備考
小
戻」
ρ0 英語 週2時 聞 30名 程度
台北市 では小 学1年 か ら実施 し、1-4年 は週
2時 間、5-6年 は週 最低2時 間、そ れ に加






(選 択 科 目 と して
第2外 国語)**
週3-4時 間 35名 程 度
英語のみ必修 で、加 えて、「リーディ ング」や
「リスニ ング」 な ど学校 独 自の科 目や 第2外 国






(選択 科 目 と して
第2外 国語)**
週4時 間 40名 程度
英語 のみ必修 で、加 えて、「英 会話」 「リスニ
ング」「英作文」 「英文 法」「第2外 国語」 な ど
の選択 必修 科 目を週数時 間学習す る。
*1授 業時 間は小学校40分
、中学校45分 、高等学校50分 で ある。
**中 ・高 の第2外 国語 については、各校 の状況 に よって開講 されている。(日 本語、 フラ ンス語、 ドイツ語 、ス
ペ イ ン語 な ど)
3.英 語の指導目標、到達目標
3.1才 旨導目標





目標 として、「4技 能における正確 な文法能力の養成、および日常生活で実際に応用で き
る言語能力の養成」、「効果的な学習方法や積極的な学習態度の育成、および将来の自律学
習のための基盤の育成」、「英語学習に対する興味 ・関心の高揚、および英語で芸術的活動
を楽 しみ参加で きる態度の育成」、「国際事情、科学技術や外国文化 に対する理解の促進、
加えて、中国や外国文化および世界情勢に対する理解の高揚」の4つ が挙 げられている。
現行では、小 ・中 ・高一貫課程綱要は作成されていないが、上記の高等学校の指導 目標
は、実際には小 ・中一貫課程綱要の指導 目標 の延長上 に位置すると言 っても過言ではな
い。いずれも 「英語によるコミュニケーション能力の育成」、「英語学習への興味 ・関心の






小 ・中 ・高 におけ る4技 能到達 目標(「 能力指 標」)を 次 頁表7に 示 す。小 学校段 階 で
は、豊 富 な リス ニ ング、ス ピー キ ング活 動 を通 して、 オー ラル ・コ ミュニ ケー シ ョンの
しっか りと した基礎力 を養 成す る こ とを目指 してい る。 リー デ ィングや ライ テ ィング活
動 は ともにおろそか にされているわ けで はな く、学 年 は明記 されていないが 「適切 な時期
にカリキュ ラム に入れ る」 とされてい る。小学校修 了時で は、 「聞 く ・読 む」 につ いては、
簡単 な児童用 の物語や短い劇 な どを視 覚情報 を もとに聞い て理解 で きる こと、読 んで大体
の内容 を理解 で きるこ とを 目標 に挙 げてい る。 また、「話す」 につい ては、簡単 な ロール
プ レイや短 い劇 に参加 し演 じる ことが で きる とし、「書 く」 につい ては、基 本 的 な常用語
彙の うち少 な くとも80語 を綴 るこ とが で きる としている。中学校段 階 におい ては、 コミュ
ニ カテ ィブな活動 を重視 しなが ら、4技 能の総合的 な養成 を 目指 している ことがわか る。
高等学校 の到達 目標 につい ては、中学校段 階か らの発展性 が顕著 には見て取 れ ないが、
これ は前述 した通 り、小 ・中一貫課程 の延長上 とい う視 点か らは作成 されてい ないか らで
あろ う。(ち なみ に、2006年 度 には高等学校 において新 課程 要綱 が刊 行 され る予定 であ り、
小 ・中 ・高一貫 した到達 目標 が明示 される と期待で きる。)
4.指 導内容
ここでは、『國民中小學九年一貫課程暫行綱要』に記載されている指導内容(題 材 ・文
法 ・語彙 ・発音 ・文化理解)に ついて簡潔に示す。
4.]題 材
小 ・中一貫課程では、特に学習者 にとって興味 を抱かせるもの、実用的で生活に密着 し
た題材が取 りあげ られている。小学校では主に、家庭生活、学校生活、食べ物、動植物、




小 ・中一貫 課程 で は、 日常 の コ ミュニケ ーシ ョンに必要 な基 本的表現 が43機 能あ げ ら
れている。挨拶 ・紹介 ・感謝 ・謝罪 ・同意 ・許可、依頼 ・提 案 ・助言 ・理 由 ・禁止 、飲 食
の勧誘 ・好 き嫌 い ・道案内 ・食事 の注文 、比較 、な どであ る。





[表7]小 ・中 ・高の4技 能到達目標(能 力指標)
聞く 話す 読む 書く
①基本的な英語の音を識別で ① アル フ ァベ ッ トを正確 に発 ① アル ファベ ッ トのブロ ック ① プ ロ ツク体 で ア ル フ ァ
き る。 音 で きる。 体 を識別で きる。 ベ ットの大 文字、小 文字 を
② 基本 的 な単 語、熟語 、文 の ② 「基本常用語彙」を正確に ② フォニ ックスの ルール を使 書 くこ とがで きる。
ス トレス を識別で きる。 発音 で きる。((注)参 照) 用 し、単 語 を読 む ことがで き ②自分の氏名を書 くことが
③疑問文と肯定文の語調 を識 ③ 正 確 な ア クセ ン トと語 調 る 。 で き る。
別で きる。 で、簡単 な文 を言 える。 ③ い くつかの 「基本常用語 ③既習の単語を書 き写すご
④ よく使われる教室英語や日 ④授業中の口頭練習に参加で 彙」 を識別で きる。 とがで きる。
常生活における慣用的表現を き る。 ④簡単な英語の標識を見て理 ④簡単な文を書 き写すこと
聞いて理解 で きる。 ⑤簡単な英語を用いて、自己 解 で きる。 がで きる。
⑤簡単な文章および簡単な日 紹介がで きる。 ⑤ 物語 、詩、歌 の中 の 「基本 ⑤ 「基本常用語彙」の少な
常生活の対話を聞いて理解で ⑥簡単な教室英語を使用で き 常用 語彙」を識別で きる。 くとも80語 を綴 るこ とが
小
き る。 る。 ⑥簡単 な文 を見て理解で き で き る。
学 ⑥簡単な歌や詩の大体の内容 ⑦基本的な社交儀礼の表現を る。
校 を聞いて理解 で きる。 使用で きる。 ⑦先 生や テー プと一緒 に歌 を
⑦ 本、人形 や ジェスチ ャーな ⑧簡単な疑問文とその応答、 歌 い、 詩 を 読 む こ とが で き
どの視覚情 報 を もとに、簡 単 平叙文が言え る。 る。
な児童用の物語や短い劇の大 ⑨ 歌 を歌い、詩 を音読で き ⑧先生やテープと一緒に教科
体の内容 を聞いて理解で き る 。 書の対話や物語を正確に音読
る 。 ⑩簡単な英語を用いて、絵を で き る。
見て話がで きる。 ⑨絵や図などの視覚情報をも
⑪ 絵 ・図 な どを 参 照 しな が とに、簡単な児童用の物語や
ら、簡単 なロー ルプ レイがで 短い劇を読み、大体の内容を
きる 。 理解で きる。
⑫簡単な児童用の短い劇に参
加 し、演 じるこ とがで きる。
①簡単な詩や歌の音韻 とリズ ①主要な教室英語を使うこと ① アル ファベ ッ トの筆 記体 を ①簡単な文章を書くことが
ムを理解で きる。 が できる。 識別で きる。 で き る 。
② 日常生活の対話や簡単な物 ②授業中の口頭練習やデイス ②辞書を用いて、単語の読み ②簡単な記入用紙や資料な
語を聞いて理解で きる。 カッシ ョンに参加 で きる。 方や意味を調べることができ どに書 き込むこ とが きる。
③簡単な映像 と短い劇を視聴 ③簡単な英語 を用いて、家族 る 。 ③ 簡 単 な挨 拶 カー ド、 手
して、概 要 を理解で きる。 や友達 の紹介がで きる。 ③ 日常的な英語表示や図表を 紙 、パ ッセージな どを書 く
④簡単な英語 を用いて、個人 理解で きる。 こ と で き る 。
の要 求、願望 、感情 を表現 で ④短い文章や物語などを音読
き る。 で きる 。
中
学 ⑤状況に応 じ、適切な表現で ⑤教科書の文章を予習 し、大
校
コ ミュニケ ーシ ョンを図 るこ 体 の意味を理 解で きる。
とがで きる。 ⑥ 対話、 短い文 章、手紙 、物
⑥簡単な英語を用いて、日常 語、短い劇などの内容が理解
生 活の 中 で関 係 す る人、 事、 で き る。
物 を描写で きる。 ⑦ さまざまな ジャ ンルや テー
⑦簡単な短い劇を演 じること マについての簡単な文章を読
がで きる。 むことが で きる。
⑧簡単な英語を用いて、国内 ⑧簡単な詩や歌、短い劇を理
外の風土 ・風俗習慣 を紹介で 解 し、鑑賞 で きる。
きる 。
①教室英語や日常生活に関す ① 日常生活に関する質問に英 ①正確で自然な発音 とイン ト ①既習の単語や文法 ・構造
る英語 を聞いて理解 できる。 語 で答 えるこ とがで きる。 ネーシ ョンで教科書 を音読 で を使 って、正確 に文章 を書
②簡単な英語で話される文章 ②教科書の内容に基づ く問答 き る。 くこ とがで きる。
の概要 ・内容 につい ての質問 や討論 がで きる。 ②教科書の予習において、大 ②教科書の内容についての
を理解で きる。 ③簡単な英語を用いて、教科 意 を把握で きる。 質問の答を書 くことがで き
③教科書のテーマに類似また 書のあらす じや内容 を話すご ③授業終了後には教科書のあ る。
は関係ある簡単な会話、文章 とが で きる。 らす じと内容を完全に理解で ③教科書の要点を書くこと
を聞いて理解で きる。 ④簡単な英語を用いて、質問 きる 。 が で きる。
④簡単な日常会話を聞いて理 し た り、簡 単 な会 話 が で き ④ 単語 、文脈 、文法 ・構 造 お ④教科書の内容に関連した
高 解 で きる。 る。 よび談話構造を利用 し、文意 テーマで短い文章 を書 くこ
校 ⑤簡単な放送や番組を聞いて ⑤簡 単 な英 語 を用 いて、 日常 や単語の意味を理解できる。 とが で きる。
理解 で きる。 生活の 出来事 を説明 で きる。 ⑤ リーデ ィング ・ス キル を熟 ⑤簡単な手紙、ス トー リー、
知 し、実 際 にそのス キル を応 伝言、脚本、感想 な どを書




⑦ さまざ まなジ ャンルやテ ー
マにつ いての文 章 を理解 し鑑
賞 で きる。
(注)・ 小 ・中学校 到達 目標 は申華 民国台湾教育部(2003)資 料、高校到達 目標 は中華民国台湾教 育部(2002)資
料 による。なお、相 川 による上記原典の翻訳 を一部修正 している。
・小 ・中一貫 課程で は、常用語彙2000語 が リス トされて いる。その内 の1000語 は 「基本常 用語彙」(常 用
語彙の 中で最 も基本 となる語彙)と されている。
4.3文 法
小学校用教科書 『Darbie,TeachMe1(全8巻)』(康 軒文教事業社)を 見ると、不規則
動詞の過去形や過去進行形なども取 り扱われてお り、我が国の中学第1学 年文部科学省検
定済教科書で扱われている文法 ・構造のほとんどすべてが小学6年 次までに学習 されてい
る。小 ・中一貫課程では、日本の学習指導要領に見 られるような文法 ・構造に関する詳細
なガイ ドラインは明示されていないが、日常のコミュニケーションに必要なものを主とし
て取 り上げ、抽象的な文法知識の植えつけを避けることが言及 されている。また、教科書
は文法 ・構造の易 しいものか ら難 しいものへ と配列 され、学習者には目標 となる文法 ・構
造を繰 り返 し運用することで習得 させることが記載されている。
4.4語 彙
難 しい語彙 の使用 を避け るために、教科 書、 ワークブ ックな どに見 られる小 ・中学校 の
英語 教材 編集 語彙 につ いて の上 限が定 め られて い る。小 ・中一貫 課程 で は、「常用 語彙」
が2,000語 リス トされてい る。 その内の1,000語 は 「基本 常用語彙 」(常 用語彙 の 中で最 も
基 本 とな る語 彙)と されて い る。小 ・中学校段 階の教材 で は原則 と して、基本 常用 語彙
1,000語 を優先 して編 集 されてい る。小 学校段 階 では、そ の基 本常用 語彙 か ら少 な くとも
200語 が運用で き、 ライテ ィング面 では少な くともそ の うちの80語 を綴 れ るこ とを 目標 と
してい る。 中学修 了時 には、少 な くとも基本常 用語彙1,000語 を身 につ け運用 で きるこ と
を 目指 してい る。 ちなみに、高等 学校で の習得 語彙 に関 しては、 リス トとしては明示 され
て いないが、ユニ ッ トごとの新 出単語数 の上限 を1年 次は30語 、2年 次 は40語 、3年 次
は50語 と定 めている(1ユ ニ ッ トあた りのペ ージ数は15-25ペ ージで、授業 時数 はほぼ4
時 間)。 また、新 出語彙 数 につい て1年 次 は700語 程度 、2年 次 は900語 程 度、3年 次 は
1,200語 程 度 と し、高校3年 間で合計2,800語 程 度の習得 を 目指 してい る。
4.5発 音
音声 教材(テ ー プ、 ビデ オ、CDな ど)を 有効 に使 い、音声 指導 を特 に重視 して い る。
発音 指導 に関 しては、K&K(Kenyon&Knot)標 記 を用い アメ リカ英語 の発音 指導が な
され、正確 な発音 と音の識別 の学 習 を重視 してい る。 ほとん どの小 ・中学校 の教科書 には
ユニ ッ トご とに歌やチ ャ ンツ、発音 に関す るセク シ ョンが設 け られてい る。 中学校段 階で
は、発音記号 を用 いなが ら、辞書 で調べ させ正確 な発音が で きる ように指導 されてい る。











































小 ・中一貫課程の指導 目標のひとつに、「学習者の自国 と外国文化および風俗習慣に対す
る認識の高揚」 とあるが、小学校段階では外国の主要な行事や風習などを認識 し、国際的
な基本礼儀 を理解で きることを目指 し、中学校段階では簡単な英語 を用いて国内外の風土
を紹介できる、異文化を理解 ・尊重で きる、国際観 を備え持つことができるといったよう
に発展的に到達 目標が示 されている。
5.指 導法上の特徴
授業 はで きるだ け英 語 で行 い、 イ ン タラクテ ィブ な活動 を通 して、 基本 的 な コ ミュニ
ケー シ ョン能力 を養 成す るこ とを目指 してい る。教科書 に加 え、 ワークブ ック、音声教材
(テ ープ、 ビデオ、CD)、 コンピュー タマ ルチ メデ ィアな どさま ざまな教材 ・教具 を用 い
て指導 され ている。 また、童謡 、歌 曲、詩歌、短 い劇 、簡単 なス トー リー、マ ンガな どを
用 い学 習者の動機付 け を高め る指導 もな され ている。特 に、 リーディ ングの指 導 にあ たっ
ては、メニ ュー、時刻 表、スケ ジュール表 、地図、標識 な どオーセ ンテ ィックな補 助教 材
の使用 が奨励 されてい る。 ライティ ングに関 して は、小学校段 階で は、特 に フォニ ックス
指導 を重 要視 している。中学校段 階 になる と自己表現 のための ライティ ング活 動へ と移行
す る。 また、英語能力が比較 的高い学習者 に対 しては、 レベ ル に応 じて適切 な課外 補助教
材 を提供す る ことが推 奨 されてい る。
6.評 価
評価は多角的な方法を採用 し、小学校段階では形成的評価を取 り入れなが ら個人の進歩
状況を評価 し、ポー トフォリオ方式 も導入 し学習者の活動の詳細把握 に努めている。リス
ニングとスピーキングの評価は、できるだけ授業での口頭練習、ロールプレイ、ペアワー
ク、グループワークでのパフォーマンスに基づいて行い、筆記試験は最小限にとどめ、必







の養成および確保についてのみ言及 したい。台湾では、現職教員 に対する教員研修 は精力
的に実施 されてお り、夏期休暇や週末、夜間等 を利用 した研修 も盛んである。2001年 から
の小学校英語教育全面実施に備え、1999年 には、小学校英語教員の質と量 を確保するため
に、教育部は3つ の手段 をとった。まず、現職の小学校教員で比較的英語力のある教員 に
対 し集中的な研修を実施 した。他方、中学校教員にも小学校教員の資格に必要な教職単位
を取得 させ、小学校でも教えられるようにした。さらに、小学校教員に民間の外国語教育
機関で短期的(数 時間か ら数 日)な 研修を実施 した。(相 川,2004b)ま た、同年には臨
時小学校英語教員採用のための試験が民間人を対象に行われ、1次 ・2次 試験を合格 した
者に対 しては360時 間 もの研修が課せ られた。この360時 間の研修内容は英語技能(発 音、
文法、会話、等)に 関する研修が240時 間、小学校での英語指導(教 材論、言語習得論、
発音指導法、指導計画作成法、評価論、等)に 関する研修が120時 間設けられていた。
8.課 題と展望




今後、地域における経済格差を是正 した り、韓国に見られるような学習者の能力を考慮 し
た 「補充型」お よび 「深化型」 といったシラバスを提供することが必要 となるであろう。
今後の大 きな動 きとしては、小学校では2005年 度 より3年 生か ら英語教育が全面実施
され、高等学校では2006年 度 より新課程綱要が施行 される。現行では小 ・中一貫の課程
綱要に基づ き英語教育が実施 されているが、高等学校新課程綱要の導入 に際 し、小 ・中 ・
高一貫 した課程要綱が提唱 される可能性 は高 く、21世 紀の国際化時代 に生きるための 「使
える英語」を意識 したより体系化、制度化 された英語教育が展開されうるであろう。
参考文献
相川真佐夫(2004a)「 台北市周辺の公立国民中学における英語教育の現状 と課題」第34回 中部
地区英語教育学会富山大会発表資料、2004年6月26日.
相川真佐夫、林桂子、中村真佐男(2004b)「 台湾」、大谷泰照他(編 著)『 世界の外 国語教育政
策 ・日本の外国語教育の再構築にむけて』東信堂.
中華民国台湾教育部(2002)『 綜合高級中學課程綱要』(相 川真佐夫翻訳).
中華民国台湾教育部(2003)『 國民中小學九年一貫課程暫行綱要:語 文學習領域』(相 川真佐夫
翻訳).









D、EU、 スペ インの外 国語教育
1.外 国語教育政策のねらいとその背景
「多様性はヨーロッパの力であ り、 またEU圏 内の異なる言語 は文化遺産であ り、全て
の言語は平等 に学習 されるべ きである11」と 「ヨーロッパ言語年2001(EuropeanYearof
Languages2001)」 で明言されているように、「多様性の中の統合」を目指すEUは 言語的
多様性 を尊重 した上で経済的 ・政治的統合を推 し進めている12。また、多様な加盟国間、
異民族間の平和 と安定を維持するためにも、経済的な発展 とともに異文化理解の促進が極
めて重要な教育項 目のひとつ と捉えられている。その結果、一般市民にとっても言語学習
は必須の課題となり、母語以外にEUの 公用語を2つ 習得 させる方針 「母語+2言 語習得」
が共通の 目標 として打ち出され、言語教育政策もこの流れに合わせて立案 されてきた13。
外国語教育に関 しては、各国 とも6歳 か ら10歳 の問の年齢で開始 してお り、アイルラ
ンドを除 く全ての加盟国、及び加盟候補国において小学校の外国語教育は必修化 されてい
る。 また、時代の要請に応 じて外国語教育の質の向上 も求められ、ヨーロッパ評議会 より
CommonEuropeanFramework(以 下CEF)と い う言語教育 に対する指針 も提示 され
た14。




みたい。スペインは第2次 世界大戦終了後か ら1975年 まで独裁体制を取 り続けて きた歴
史的背景があ り、民主体制 を整え地方分権化への道が開かれたのは、1978年 の新憲法制定
以降である。しか しなが ら、スペインはEUの 「母国語+2言 語習得」以前の問題 として、
スペイン国内自体が多言語状況で、国家公用語 としてのカスティリア語(通 常国際的に知




11EUは 多言 語共生社会 の形 成を一手段 と し、戦争再 発防止 と平和 的共存 を目的 として統合が進 められて きたが、2004年5月 、
加盟 国は25ヶ 国、公用語 も20言 語 を数えるに至った。
12EUと ヨー ロッパ評議会(CouncilofEurope)は 、 ヨー ロッパ に在住す るすべ ての人々の言語学 習を推 進するため、2001年 を
「ヨーロ ッパ言語年2001」(EuropeanYearofLanguages2001)と 定め、ヨー ロッパ各地で さまざまなプロジェク トやキャ ンペー
ン、 イベ ン トを開催 した。
13国 によって は高校進 学の条件 として2言 語 の履 修 を義務づ けてい る場 合 もあ り、 オラ ンダにいたっては3言 語 履修が条件 と
な ってい る。
14CEFは 、 ヨーロ ッパにおけ る言語教育 の向上 に普遍的な基盤 を与 えるこ とを 目的 としてお り、各国 はこれに準 じてシラバス、
カ リキュラムな ど設定す るよう勧 奨 されてい る。そ の意義 として以下の3点 が挙 げてあ る。① コース、シラバス、資格 の透 明性
を得 ることによって、国際協力 を促進す る。② 言語熟達度の具体 的な基準 を制定す るこ とに よって、 さまざまな資格の国際比較
や相互認定 を容易 に し、ヨーロ ッパ内での可動性 を促進す る。③文化的側面 も網羅す るこ とに よって、効果的 なコ ミュニ ケーシ ョ
ンと文化間の相互理解 を促進す る。
おいては各州独 自の公用語の普及を促進することも義務づけられている。この点 において
「スペイン自体がEU統 合の縮図であるとも言える」(大 谷他,2004)。EU同 様、経済発展
と政治的統合 を図るにあたって、スペインにおける言語 ・外国語教育の果たす役割 は大 き
い。外国語教育に関 しては、国政レベルでは大 まかな指導 目標や最低時問数等 を指導指針
として提示するにとどめ、カリキュラムの制定や実質的な企画運営 は各自治州の実情 に合
わせて展開している。必修外国語教育の開始年齢 は8歳 と制定 されているが、実際はほと
んど全ての州で、6歳 から実験的、限定的に外国語教育が実施 されている15。
2.外 国語教育の現状
小 ・中 ・高各段階におけるEUと スペインの外 国語教育の現状を表8、9に まとめる。
EUに 関 しては全体的な傾向をあげ、スペインに関 して も各 自治州で実情が異なるため、
平均的な情報を載せるものとする16。
[表8]EU学 年別 目標言語 ・時聞数 ・クラスサイズ
＼ 目標言語 第1必 修外国語配当時間数 クラスサ イズ
過半数の国々で外国語が指定さ 25～30名 。外 国語 の授 業 は他
小 れ てお り、英 語が多 い。次 いで 平均週3～4時 聞 の教科 の半数 と規 定 されてい る
フ ラ ン ス語 、 ドイ ツ語 と続 く。 国 もあ る 。
英語 が圧倒 的に多 く、次い でフ 25～35名 。 推 奨 、 ま た は 規 定
中 ラ ンス 語 、 ドイ ツ語 、 ス ペ イ ン 平均週3～4時 間 ク ラスサ イズ は小 学校 のみ にと
語 と続 く。 どめている国 もある。
英語 が圧倒 的に多 く、次いで フ 各国とも中学校よりは若干多め
高 ラ ン ス 語 、 ドイ ッ語 、 ス ペ イ ン 平均週3～4時 間 の人数 に設定 してあ るが 、大多
語 と続 く。 数は35名 を超えてい ない。
[表9]ス ペ イ ン:学 年 別 目標 言 語 ・時 問 数 ・ク ラス サ イズ
＼ 目標言語 第1必 修外国語配当時間数 クラスサ イズ
小 英語、 フランス語 平均週3時 間 平均25名
中
英 語 、 フ ラ ン ス 語 、 ド イ ツ 語 、
ポ ル トガ ル語 、 イ タ リ ア語
平均週3時 間 平均30名
高
英 語 、 フ ラ ン ス 語 、 ド イ ツ 語 、
ポ ル トガ ル語 、 イ タ リ ア語
平均週3時 間 平均30名
15次 期教育改革 において、 開始年齢 の制定が6歳 に引 き下げ られ ることが確実視 されている。詳 しくは次のサ イ トを参照 され た
い。http://www.inca.c)rg.uk/pdf/probe _spain.pdf
16ス ペイ ンにおいて は目標言語 は特定 されていないが、事実上英語が主 と して教 えられている。小 学校か ら高校 まで外国語 は必
修 だが、中学 ・高校 において はさらに もう1言 語選択 可能 となっている。 さらに、クラスサ イズ に関する規定 はないが、中学 ・












EUに お ける4技 能の到達 目標 を考 察す るにあたって、CEFの 「コ ミュニケー シ ョン言
語 活動(communicativelanguageactivities)」 の指標 を参考 にす る。CEFで は言 語熟 達
度 を多 角 的な観点 か ら指標化 し、初 級 をA1、A2、 中級 をB1、B2、 上級 をC1、C2と レ
ベ ル分 け して、計6段 階で示 してい る。本稿 で は、EU諸 国の外 国語教育 に関す る各報告
書 に基づ き、A2レ ベルは小 学校 、B1レ ベル は中学校、そ してB2レ ベ ルは高校 にお ける、
それぞ れの修了 時到達 目標 と判 断 した。以 下、CEFに つ いて は 「自己評価 表」 お よび各
技能 の 「総合 的 な能力記 述」 よ り抜粋 した指標 を、各段 階の到達 目標 と して表10に まと
めて紹介す る。







聞く 話す 読む 書く
①ごく基本的な個人や家 ①日常生活の中で情報の ① ご く短い平易 なテ クス ①当面必要な領域の事
族 の 情 報 、 買 い 物、 近 直接的なやり取りが必要 トなら理解で きる。 柄 な ら、乎易で短い メ
所 、仕事 な ど直接 自分 に な場 面 にお い て、 身 近 な ② 広 告 や 内 容 見 本、 メ モやメ ッセージ を書 く
関わ りのあ る領域 で、最 話 題 や活 動 につ い て話 し ニ ュー、予定表 な ど平易 こ とが で きる 。
も頻繁に使われる語彙や 合 いが で きる。 で日常的な資料の申か ②礼状 な ど、短い私信
表現 を理解 す るこ とがで ②会話を維持してい くだ ら、具体 的で予測 しやす を書 くこ とがで きる。
A
2
きる 。 けの 理解 力 は ない が、 短 い情 報 を取 り出せ る。
② 短 く明 瞭で平易 な メッ い 社 交 的 なや り取 りをす ③平易で短い私信を理解
セー ジや アナ ウ ンスの要 る こ と はで き る。 で きる 。
点 を聞 き取 る こ とがで き ③ 家 族、 周 囲 の 人 々、居
る 。 住 状 況、 学歴 、 職歴 を平
易な言葉で一連の語句や
文 を使 って説明で きる。
① 身 近 な話 題 につ い て、 ①日常生活に直接関係のあ ①非 常 によ く使 われる 日 ①身近で個人的に関心
明瞭で標準的な話し方の る ことや個 人的な関心事 に 常語 や、仕事 に関連 した の あ る話 題 につ い て、
会話なら要点を理解する ついて、準備 な しで会話 に 言葉 で書 かれた テクス ト 結束性のある文章を書
こ とが で きる 。 参加 することがで きる。 を読 んで、十 分 に理解 で く こ とが で き る。
②比較 的 ゆっ く りと した ②簡単な方法で語句をつ き る。 ②私信で経験や印象を
B
-
明瞭 な話 し方な ら、時事 な い で、 自分 の経 験 や 出 ② 出来事、感 情、希望 が 書 くことがで きる。
問題 や、個 入的に興味 の 来事 、夢 や 希 望、 志 を語 表現されている私信を理
あ る話 題 につ いて、 ラジ る こ とが で きる 。 解 で き る。
オや テ レビ番組 の要点 を ③意見や計画に対する理
理解す ることがで きる。 由や説明を簡潔に示すご
とが で きる 。
①長い会議や講義を理解 ① 自然 に会 話 をす る こ と ①筆者の姿勢や視点が反 ①関心のある分野な
す る こ とが で き る。ま た、 が で き、 母語 話 者 と普 通 映 されてい る今 日的 な問 ら、幅広 くさまざまな
話題がある程度身近な範 にや り取 りが で きる。 題に関する記事や報告が 話題 について、明瞭で
囲であ れば、議論 の流れ ② 身 近 な コ ンテ クス トの 読 め る 。 詳細な説明文を書くこ
が複雑 であ って も理 解で 議 論 に 積 極 的 に 参 加 し、 ②現代文学の散文が読め とが で きる。
きる 。 弁明で きる。 る 。 ②エ ッセイや レポー ト
B ② た い て い の テ レ ビの ③ 興 味 ・関心 の あ る分 野 ③適切な参考資料 を選 で情報 を伝 え、特定 の
2 ニュース や時事問題 の番 な ら、 幅広 い話 題 に つ い 択 、使用 し、 さまざ まな 視点に対する支持や反
組が理解 で きる。 て明瞭で詳細な説明をす 目的や テクス トの種類 に 対の理 由を書 くこ とが
③標準的な話しぶりであ る こ とが で き る。 合 わ せ て、 読 む ス ピー で き る。
ればたい ていの映画 は理 ④ 時事 問 題 につ い て、 メ ド、 読 み 方 を 変 え な が ③私信 におい て、 出来
解 で きる。 リ ッ ト、 デ メ リ ッ トを 示 ら、独 力で読 み解 くこ と 事や体験について自分
しつ つ 自分 の見 解 を説 明 が で きる 。 に とっての意義 を中心
で きる 。 に書 くことがで きる。
ス ペ イ ン の 小 ・中 学 校 に つ い て は 、EuropeanCommission(2001)に お い て 報 告 さ れ て
い る4技 能指導 目標 を、 本稿で は到達 目標 として表11に ま とめ る。 また、高校 につい て
は 、 バ レ ン シ ア 州 に お い て 施 行 さ れ て い る カ リ キ ュ ラ ム(ValenciaBachillerato
Curriculum)を 参 照す る17。上 記CEFの 到達 目標 と比 較す る と、 スペ イ ンにお いて は若
干低 め に設定 してあ るよ うに見受 け られる18。










聞く 話す 読む 書く
①多様な情報源から発せ ① 簡 単 な コ ミ ュ ニ ケ ー ① さまざ まなテ クス トを ①読み手や状況に合わ
された異 なる メ ッセー ジ シ ョンを取 るための 日常 理解 で きる。 せて文章 を書 くことが
を理解 で きる。 表 現 を使 う こ とが で き ② 直接的 な コミュニケー で き る。
②馴染 み のあ るテ ーマに る 。 シ ョンや個 人的 な興 味 に ② 口頭または文面の
関 す る メ ッセ ー ジ(口 ②挨拶表現など既習事項 関する短 いメ ッセ ージの メ ッセ ー ジ に対 し、 返





③簡 潔で的 を絞 ったメ ッ
セ ージ(口 頭 、 また は録
ミュニケー シ ョン場 面 に
応用 した りで きる。





③ 聞いた情報、 また は
見た情 報 を書 き留め る
時 音)を 文脈 の中で詳細 に いて、急 を要す る用 件 を こ とが で きる 。
理解で きる。 表現 する ことがで きる。
④ ロー ルプ レイを演 じる
こ とが で きる 。
⑤発話に対 し反応でき
る 。
① 話 者 、 ま た は マ ス メ ①聞き手の理解度を意識 ① 自分 か ら進 んでテ クス ①個 人的なこ とが らに
デ ィァか ら発 せ られ た、 して、 日常場 面 に関連 し トを読 むことが で きる。 関する文章を書 くこと
日常会話 に関連 した メ ッ た ことを話 す ことが で き ②娯楽情報の収集や異文 が で きる 。
中
学
セー ジの概 要 と詳細 を理
解で きる。
る。
②意 見 を交換 した り、好
化 に触 れ る手 段 と して 、
目的 を持 って読 む ことが
② 口頭 ま た は 文 面 の
メ ッセージに対 し、的
校 ②さまざまな情報源から き ・嫌 いや賛 成 ・反対 意 で き る。 確 に返事 を書 くこ とが




③ 会話(口 頭、 または録
に積極的 に参加 で きる。
③ 聞 き返 した り、会話 を
ら推測で きる。
④ テ クス トにお いて事実
③文章の形式や場面に
応じて、論理的に構成
音)を 理解 で きる。 始 めた り終 わ らせた りす 描写と意見を区別でき された分 か りやす い文
る方 略 を使 うこ とが で き る 。 章 を書 くこ とが で き
る 。 る 。
① 話 者、 ま た はマ ス メ ①言語の機能に関する知 ①時事問題に関するさま ① さまざまな 目的 と場
デ ィアか ら発せ られた さ 識 を実 際の コ ミュニ ケー ざまなテクス トの要 点 を 面 にあ わせ て、一貫性
ま ざまなメ ッセ ージの大 シ ョン場 面 に反映 させ る 理解 で きる。 のあ る文章 を書 くこ と
意 や詳細 を聞 き取 るこ と こ とが で き る。 ② マス メデ ィア によって が で き る。
古 が で き る。 ② 会 話 や 議論 にお いて 、 書 かれた テ クス トを批 判 ②適切な接続語を用い
n
② 話 者、 ま た は マ ス メ 事前 にメ ッセ ージの内容 的に読 む ことがで きる。 て、論理的 な文章や段
修 デ ィァか ら発 せ られ た さ を練 り、一貫性 や適切 な ③文学作品を読み、文学 落で一貫性のあ る文章
了
時
まざ まなメ ッセー ジを批
判的に聞 くことがで きる。
形式 を意識 した上で、正
し く言語 を使 うこ とがで
に対す る感性 を磨 き、文
学 的表現 を知 り、言語 の
を書 くことがで きる。
③ 私信、 また は形式的
③ さまざまなテ クス トの きる 。 基 本要素、機 能、会話 の な手紙 を書 くことがで
メ ッセー ジを予測 した り ③個人的な経験を描写し 構成 を理解 で きる。 きる 。
推測 した りす る ことが で た り語 った りす る ことが
き る。 で きる 。
17公 式サイ トではないが、以下の ア ドレスから情報 を取得 で きる。なお、次項 目 「4.指導内容」の分析 ・考察 につい て も同カリ
キュラムを参照す る。http://estebanmontesinos.tripod.com/secundaria/RD502002valenciappt
18ス ペ インの外 国語教育 の現状 を調査す るにあた り参照 した資料 は、1991年 にスペイ ンにおい て施行 された外 国語 教育の指針
を もとに報告 されてい る。CEFが 刊 行 され たの は2001年 で あるため、両者 の到 達 目標 に直接 的な連関性 を見 出す ことはで きな
い。 しか しなが ら、筆者が スペ イ ン ・カ タルーニ ャ州の外 国語教 育関係者か ら非公式 に入手 した情報 による と、CEFの 刊行以降
はカ リキュ ラムの開発等 にはその内容が加味 されている。
諸外国の言語教育政策と日本の外国語教育への示唆 国
4.指 導 内容
指導 内容 につい ては、紙面 の関係上、EU(CEF)の 情報 は 「4.5文 化 理解」 のみ とし、
それ以外 はスペ イ ンに焦点 を絞 って紹介 す る。
4.1題 材(話 題 ・場面)
スペインで取 り上げ られている題材 については、指導 目標の記述等か ら類推す ると、
小 ・中学校 ともに日常生活や余暇活動など身近な場面に関連 したものや国際理解に関わる
ものが含まれているが、中学校においては旅行、インターネッ ト、他国の環境問題への取
り組みなど、話題 に広が りを持たせて、学習者が外界 に目を向けるよう設定されている。
高校 においては、生徒の興味 ・関心に合わせた話題から、外国語教育を通 じて幅広い教養
を身につけさせるとともに、一社会人としての自立を促すねらいが伺えるものまで、精神
発達段階に適合 した横断的な話題設定がなされている。(表12参 照)
[表12]ス ペ イ ン:題 材(話 題 ・場 面)
小学校
時間割や遊 びなど日常生活、 ゲーム、歌 、スポーツな ど余暇活動、学校、公園 な ど児童が親 し
んでいる場所
中学校
日常の予定や活動、好み、 ファッシ ョン、勉学 、仕事 、スポー ツ、余暇、旅行、音楽、映画 な
ど日常生活、町の様子、公共機関、店、環境 、生活水準 な ど生徒 を取 り巻 く環境、親、親戚 、
愛 と友情、社会 にお ける男女の役割 の違 いな ど人間関係
高校
映画、 自然、スポー ツ、音楽 など日常生活 、ニュース、広告 、人権、乎和、男女平等、消費者
教 育、保健衛生、職業 など社会生活や時事 問題
4.2機 能
題材同様、スペインで取 り上げられている機能について、指導 目標の記述等か ら類推す








[表13]ス ペ イ ン:機 能
小学校
挨拶 す る、情報 を提 供 した り請求 した りす る、所持 品 を描写す る、欲 しい物 を言 う、お願 いす
る、尋 ね答える
中学校
好 き ・嫌い を言 う、意見 を言 った り求めた りす る、同意 ・不 同意 を表す、共感 した り励 ま した
りす る、招待 する、お祝 い を言 う、苦情 を言 う
高校
気分 や健康状態 を表す、好みや関心 を言 う、情報 と意見 を比較 ・対 照 した り、区別 した りす る、







スペインにおいては、各教育段階において教授すべ き文法 ・構造が具体的に規定 されて
はいないが、指導 目標の指針 として表14の ように示 されている。 また、小 ・中学校にお
ける指導上の留意点 も付記されているが、小学校においては、文法はあ くまで もコンテク
ス トの中で指導するよう勧奨 されている。中学校に関 しては、生徒が さまざまな文法要素
の果たす働 きを認識 し、使用で きるよう導 くために、文法はコミュニケーション場面に関
連させて指導するよう奨励されている。
[表14]ス ペ イ ン:文 法
小学校
① 疑問文 、肯定 文、否定文、所有 や性 別 を表現 する文法、事実 または現在や未 来の行動 を描写
した り表現 した りす る際 に使 われ る文法 を、発話 の中で認識す る。
② 疑問文、肯定 文、否定文、所有 や性別、数 を表現す る文法 、事 実 また は現在 や過去、未 来の
行 動 を描写 した り表現 した りす る際 に使 われる文法 を、文面 において認識す る。
中学校
① いか なるコ ミュニケー シ ョン場 面におい て も言 語 を効果的 に使 用す るた めに必要な文法 ・構
造 を正確 に使 う。
② 明瞭で一貫性のあ る文章が書 けるように、 さまざ まな文法要素 を駆使す る。
③ で きるだけ正確 に話 した り書い た りす るために、あ らゆる文法要素 を駆使す る。
高校
① タイムマーカー、頻度や度合い を表す副詞 、助動詞 を正 しく用い、時制 を正確 に表現す る。
②他者 の質問、陳述、命令、提案 を適切 な動詞 を用 いて正確 に伝 え る。
③ 因果 関係 を明確 に表現す るため に適切 な従属文 や使役動 詞を用い る。
④仮定 法を正 しく用い、現実の可能性 と仮説 とを区別する。
4.4発 音
スペインの小学校 における指導 目標 には指導上の留意点が付記 されてお り、名前、誕
生 日な ど児童に身近な素材 を綴って示 し発音 させ るなど、内容のある文脈化 された素材
を使って指導す るよう奨励 されている。また、外国語学習の開始段階から、できる限 り
authenticな 発音 を聞かせる点 も強調 されている。中学 ・高校 に関しては明記されていな




























洋ボ'詮 、'薫 許照 ≒㍉「
[表15]ス ペ イ ン:発 音
小学校
① 目標 言語の特徴的 な音、 リズ ム、イ ン トネーシ ョンに慣れ親 しむ。
② 発音表記 を認識す る。
③ 綴 りと音の関係 を理解す る。
中学校
① 目標 言語の音、 リズ ム、 イン トネーシ ョンを聞 き分け、発 音する。
② 発音 表記 を認識す る。
③単語 を見て、綴 りと音の関係 を理解 し、正 しく発音 する。
④ 強調 する ことが らによって文強勢や イン トネーシ ョンが異 なる ことを理解す る。
高校
①黙 字な どに注意 して発音す る。
②弱形 に注意 して発 音す る。
③単語 のア クセ ン トや文強勢 に注意 して発音す る。
④ イ ン トネー ションや リズム に注意 して発音す る。
4.5文 化理解
文化理解について、CEFに は教授段階や内容の規定 はされていないが、 ヨーロッパの
ある特定の社会や文化の特色 を理解する手がかりとして7項 目が提示 してあ り、各項 目に
つき3か ら15の 下位項 目が付随 している19。これを受けて、異文化学習にあた り、学習者
は自己の生活圏及 び目標言語が話 されている生活圏において、その言語でコミュニケー
シ ョンを行 うためには社会生活に関してどのような新 しい経験や知識を習得する必要があ
るのか、また、適切な異文化適応能力を発達させるために、自己の文化 と目標言語が話さ






ヨー ロ ッパ 評 議 会 は、CEFと の 関連 で、言 語 熟 達 度 の 評価 に焦点 を 当 てEuropean
.・Portfolio(以 下ELP)を 開発 した。2001年 よりヨー ロッパ各国で利用 されてお
り、学校 にお ける外 国語教 育 に採用 してい る国 もある。公式 ・非公式 にかかわ らず、外 国
語学 習、 または異文化 交流 体験 を自己報告 し、学習 して きた全 ての言語 につ いてその最新
の熟達度 を恒 常的 に自己評価 し、記録 で きる ようにな ってい る20。
灘
197項 目の内容 は以下の通 りである。1.食 べ物や飲み物、余暇 の活動 な ど日常生活に関す ることが ら、2.生 活水準 、住宅環
境 など生活環境、3.家 族 、社会 な どにおける人間関係、4.社 会、歴史 などに対す る価値観 、信条 、態度、5.身 体言語、6.
時間 に対す る正確 さ、贈 り物 な ど社 会的習慣 、7.儀 式時の立 ち振 る舞い。
20ポ ー トフ ォリオ評価 につ いては、「主観 的 ・記 述的要因 を多 く含 み客観的で点数評価 が定着 してい る学校教 育界や国際的 な標
準テス トの中で、今後 どの ように受容 されてい くのか不 明 な点 も多 い(大 谷他2004)」 の も事 実で、ELPの 成 果について は追
跡調査及び結果報告 を待つ必要が ある。
[表16]ス ペ イ ン:文 化 理 解
小学校
① 口頭表 現 に伴 うジ ェスチ ャーや イ ン トネー シ ョン、同 年代 の子 供 の 日常 生 活 の様子 や レ
ジ ャー活動 、生活習慣 の違 いな ど、 目標言語 が話 され ている国の社会的 ・文化 的要素 を、児童
の経験 を通 じて認識 させ る。
② 目標言語が話 され ている国の社会 的 ・文化 的背景 に馴染 ませ る。
③ 目標言語が話 されて いる国の 日常生活 、文化 、習慣 に対す る好奇心 と敬意 を育成す る。
④ 他言語 とその言語 を話す人 々や文化 に対 して理解 と敬意 を示す。
中学校
① 日常生活 、生活環境、人 間関係、テ レビ番組 な どマス メデ ィア、他国 にお ける環 境保全や 国
家遺産保護 の取 り組み な ど、 目標 言語が話 されてい る国の社 会的 ・文化的要素 を、生徒の経験
を通 じて認識 させ る。
②他 言語、その言語 を話す人 々、文化 に対 し、敬 意 と関心 を示す。
③ 目標 言語の話 されてい る国の社会文化 的な側 面に対 す る好奇心 と敬意 を育成す る。
④ マナー に関す る正 しい知識 を身につ ける。
高校
① よりよい交流 を促進す る手段 として、外 国語 の使用に積 極的 な姿勢 を持つ。
② 目標 言語の文化的特徴 に合 わせ て適切 にや り取 りで きる知識 と態度 を身 につ ける。
③ 日々進歩す る情報通信技術 の分野 において使 われている外国語の重要性 に気づ く。
スペインにおいては達成度評価を基準 としてお り、総括的評価 と形成的評価 を併用 して
実施するよう指導方針が出されている。4技 能、文法、文化理解 に関 して大 まかな評価基
準が提示 されてお り、各 自治州がカリキュラムを制定する際、それらをもとにより具体的





EUに おける小学校 の教員 養成 につい ては、外 国語教 育 を担任(generalistteachers)が
お こな う大多 数 の国 々で は、小 学校教 員 養成(teachertrainingforgeneralistteachers)
の 中 に外 国語、 目標言 語 当該 国の文化 ・社会 、外 国語 教授 法 の履 修 が義務 づ け られてい
る。 また、半数の国 々において は言語学 も含 まれてい る。 中学 ・高校 の教 員養成 に関 して
は、 アイ ルラ ン ドとノル ウェー を除 く全 ての 国々 にお いて外 国語(目 標言語)は 必修 で、
2言 語 の履修 が義務 づけ られてい る場合が多 い。その他代表的 な必修科 目として、教授 法、
言語学 、 目標 言語 当該 国の歴 史 ・文学 ・文化 、情報通信技術 があ る。多 くの国々で、在学
中の 目標言語 当該 国へ の留学が勧奨 され ている。
現職教員研 修 につ いては、小 学校か ら高校 までの教員 に対 し過 半数の国 々で義務 づ けら
れ ている。研 修内容 は、外 国語教 授法、 目標言語 の運用力 向上 と文化 理解、外 国語教 育 に
お ける情報 通信技術 な どが主 と して取 り上 げ られてい る。 また、現 職教員研修 として も留
諸外国の言語教育政細 本の魑 教育への示唆 露
学は奨励 されてお り、大学、教育庁や文化庁などの公共機関、または民聞の教育機関など
が中心 となって、SOCRATES計 画の一環 として奨学金制度や教員の交換留学制度を企画
運営 している21。
スペインでは、小学校か ら高校 まで外国語は専科教員 によって教えられている。小学校
における外国語専科教員の資格を取得するには、教員養成大学の教育学部、または教育学
部付設の教員養成学校 た3年 間通い、教員資格取得後、各 自治州の教員採用試験 に合格 し






供 してお り、時間数 も10時 間から100時 間に及ぶ ものまである。EU諸 外国と連携 し、教
員の交換留学 も行っている。
6.課 題と展望
今後の課題としては、特に90年 代 に小学校の外国語教育 を必修化 したばか りの国々に
おいては、適切な教授能力 を備えた教員の確保が問題 となっているなど、地域 によっては
理念の高 さに教育現場の実情が追いついていない側面がある。さらに、スペインのように、
一国内が多言語状態で、自国語(地 域語)保 護政策 と外国語推奨政策の問で揺れ動いてい
る国 もある。(文 化庁文化部国語課,2003)こ のような課題 を抱 えなが らも、多 くのEU
市民が複数の言語を操っている。これは異言語 ・異文化に対 し、地理的に近接 している事
実から偶発的に得 られた副産物ではない。その背景には大胆かつ緻密に練 られた言語政策
や言語教育計画があり、これは二度にわたる大戦 を経験 し、難民問題や移民の言語問題 に
対処 してきたヨpッ パの人々の英知の結晶と言 えるか もしれない。この国境 を越えた異
文化理解教育 ・言語教育の一大連携 プロジェク トは、言語教育政策の在 り方を示すひとつ
の指針 となり得るであろう。
21SOCRATES計 画は、EU加 盟国間の教育 ・文化 交流の増進 を目的 とした大規模 プログラムで、約30ヶ 国が参加 してい る。詳 し
くは以下のサ 朴 を参照 され たい。http://europa.eu.int/comm/educa廿on/programmes/socrates/socrates_en.html
22教 職必修科 目は128単 位 と設定 してあ り、その内訳 は、 目標言語28単 位 、教育学40単 位 、一般関連科 目28単 位、教育実習32
単位 となっている。
23最 低取得単位数 は60単 位で、その内容 は、教育心理学 など必修一般科 目24単 位 、教授教科 に関連 した必修専門科 目15単 位、
選 択専門科 目6単 位、教育実習22単 位である。
響
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E.イ ギ リス(イ ン グ ラ ン ド)の 外 国 語 教 育
1.外 国語教育政策のね らいとその背景
イギリスでは、近年 ヨー ロッパ諸 国 との政治 ・経済的 な関わ りが増大す る中、外 国語教育
の重要性 が叫 ばれて いる。1988年 に中央 政府 は初 めて教 育改 革法 に国家統一 カリキ ュラム
(NationalCurriculum)を 盛 り込み、義務教 育(第1～11学 年、5歳 ～16歳)の 区分 を4
段階のKeyStageと し、1991年 か ら、KeyStage3(第7～9学 年、11歳 ～14歳)とKey
Stage4(第10～11学 年、14歳 か ら16歳)に お いて外 国語 を必修 科 目と した(竹 内他,
1999;大 谷他,2004:341-342)。 国家統一 カリキュ ラム ・イングラン ド(NationalCurriculum
fbrEngland)の1999年 度版で は、KeyStage2(第3～6学 年、7歳 ～11歳)の 外 国語教
育のガイ ドライ ンが示 され、必修で はない ものの、各学校 長の裁量で外国語教育 を導入す る
ことが可能 となった。(DfEE&QCA,1999:32-36)
1999年 度 版 国家 統 一 カ リキ ュ ラ ム ・イ ング ラ ン ドで、 外 国語 学 習 はModernForeign
Languages(以 下MFL)と して、外 国語 の技能 だけで はな く、カリキュ ラム全体 の 目標であ
る生徒 の精神的発達、道徳観の発達、社会性の発達、そ して文化的発達を促進す ることが期
待 されている。 また、コ ミュニケー シ ョン能力、時刻や測定 な どの数の概念 、情報技術、他
者 との共 同学習、 自立 した学習力、問題解決力、思考力 、職業意識な ど、 さまざまな技 能の















統一 カ リキュラム ・イ ングラン ドに焦点を当て、イギリスにお ける外 国語教育 を概観す る。
2.外 国語教育の現状
MFLは 国家統 一 カ リキュ ラムにおいて、1991年 か ら義務教 育 の中等教 育段 階 に当 たる
KeyStage3とKeyStage4に おいて必修科 目となった。(大 谷他2004:341)現 在Key
Stage2に おい て も、必 修科 目で はない ものの ガ イ ドライ ンが示 されて いる。(DfEE&
QCA,1999:32-36)
表17に イギ リスにおける外 国語教育 の現状 をま とめる。KeyStage1(第1～2学 年、
5～7歳)に 関 しては国家統 一 カリキュラム に記載が ない。必修科 目と して認定 され る外
国語 はEU言 語 であ り、その他 の言 語 を提供 す る場合 は、EU言 語 を提 供 してい る場合 に
限 って認 め られ る。提供 されている言語 としては フランス語が一番 多 く、次が ドイツ語 で
あ る。(DfEE&QCA)ま た、教科書検定制度 は存在 せず、国家統一 カ リキュラムに沿 っ
た市販 の コー スブ ックを学校 、あるいは教 員が選 んで使用す る。(大 谷他,2004:348)
[表17]段 階 別 目標 言 語 ・時 間 数 ・ク ラス サ イズ
目標言語 時間数* ク ラス サ イズ**
KeyStage2
(第3～6学 年 、7～11歳) EU言 語(デ ン マ ー ク 語 、
オ ラ ン ダ 語 、 フ ィ ン ラ ン ド
語 、 フ ラ ンス 語 、 ドイ ツ語 、
ギ リ シ ャ 語 、 イ タ リ ア 語 、
ポ ル トガ ル語 、 スペ イ ン語 、
ス ウ ェ ー デ ン語)















**2000年 の 資料(大 谷 他
,2004)よ り
3.外 国語教 育の指導 目標および到達 目標
3.]指 導 目標
KeyStage2、3、4を 通 して次 の4つ の柱 につ いて指導 目標が掲 げ られて いる。Key
Stage2は これ らの うち基礎 的 な もの を指 導す る ようガ イ ドライ ンに示 され てい る。以
下 に、4つ の柱 と指導 目標 、 そ して()内 に下位項 目を記 す。(DfEE&QCA,1999:
16-17,32-34)
①言語知識と理解(音 と文字の関係、文法、語彙)
②言語技能(要 点と詳細 を聞 き取 る、正 しい発音 と抑揚、質問し答える、会話力、社会言語的





④文化理解(目 標言語圏で実際に使われている本物の言語資料 を使用、母語話者 とのコミュニ
ケーション、自国文化 との比較、目標言語圏の人々の経験や考え方を学ぶ)
3.2到 達 目標
聞 き応答す る能力、話す能力 、読 み応 答す る能力 、書 く能力 の4つ の技 能 に関 して、 そ
れぞ れ レベ ル1(低)か ら8(高)、 さらに例外 的 に高い レベ ル9の 計9レ ベ ル を設定 し
てい る。 これ はKeyStage3を 中心 に設 定 され てお り、KeyStage3修 了時 に大半 の学
生 が レベル5～6に 到達 する ことを 目標 としている。KeyStage4は 、同 じレベ ル分 けを
使用 す るが、KeyStage4修 了時 に行 われ る中等教 育修了証試、験(GeneralCertificateof
SecondaryEducation:以 下GCSE)の 成績が重視 される。KeyStage2に 関 して はガイ ド
ライ ンと して、 同 じ内容 で レベ ル4ま でが設定 されている。 ここで は参考 として表18に 、
小 学校 で の最高 レベ ル にあた る レベ ル4と 中学校 卒業 時 に 目指す レベ ル6を ま とめ る。
(DfEE&QCA,1999:39-45)
[表18]レ ベ ル4と レベ ル6に お け る到 達 目標
聞き応答する能力 話す能力 読み応答する能力 書く能力
・既 習 事 項 を含 む簡 単 ・簡 単 な3～4回 の や り ・タ イ プ、 あ る い は 丁 寧 ・既習 の文法事項 を使 っ
な文章 レベ ルの発話 を、 と りか らな る会 話 が で に手 書 き され た短 い物 て、 簡 単 な3～4文 か
ほぼ普通に話される速 きる 。 語や、事実情報が書か ら なるパ ラ グ ラ フ を書
さで 聞 き取 り、 理 解 す ・既習 の文法事 項 を使 っ れ た もの を理解 す る こ くこ とが で きる。
レ
る こ とが で きる 。 て、 初 歩 的 な単 語、 語 とが で きる 。 ・既習 の文法事項 を使 っ
べ ・文 章 の 要 点 とあ る程 句 レベ ルの 置 き換 が で ・要点 とあ る程度 の細部 て、 初 歩 的 な単 語 、語
ル 度 の 細 部 を、 多 少 の繰 きる 。 を理解 で きる。 句 レベ ル の置 き換 え が
4 り返 しを必要 とす るが、 ・発音 は概 ね正 し く、 イ ・自習 す る際 、辞 書 な で き る。
聞 き取 るこ とがで きる。 ン トネ ー シ ョ ン も あ る どを利用 す る とと もに、
程 度 の正 確 さを保 っ て 文脈から知らない単語
い る 。 をあ る程 度類 推 す る こ
と が で きる 。
・既 習 事 項 を 含 む が、 ・過 去 ・現 在 ・未 来 の 出 ・過 去 ・現 在 ・未 来 の 出 ・過 去 ・現 在 ・未 来 の 出
過 去 ・現 在 ・未 来 な ど 来事を含んだ会話がで 来事を含むあらゆる種 来事 を含 んだ パ ラ グ ラ
さまざまな出来事が混 きる 。 類の未知の文章を理解 フを書 くことがで きる。
ざっ た 未 知 の話 を、普 ・既 習の文法事項 を新 し す るこ とが で きる。 ・既習の文法事 項 を新 し
通 に話 さ れ る速 さで 聞 い場 面 で 応 用 で き、 日 ・要 点 ・細 部 ・視 点 を読 い場面 に応用で きる。
レ き取 り、理 解 す る こ と 常 的 な情 報 交 換 ・説 明
み と り、 ま た 、 ス キ ャ ・多少の 間違 いはみ られ
べ が で き る。 の場 面 にお い て不 自由 ニ ン グす る こ とが で き る もの の、意 味 が 明 確
ル ・文 章 の 要 点 ・細 部 ・視 しな い 。 る 。 な文 章 を書 く こ とが で
6 点 を、 ほ とん ど繰 り返 ・ほ と ん ど 困難 な く、 会 ・自分 の レベ ル にあ っ た きる 。
しな しで聞 き取 る こ と 話 にお い て理 解 して も 読 み 物 を選 び一 人 で読
が で き る。 ら うこ とが で きる 。 む こ とが で き、知 らな
い表現を文法知識など
を用 い て理 解 す る こ と
が で き る。












指導 内容 に関 す る記 述 は国家統 一 カ リキュ ラム にはな く、各 学校 ・教 員 に任 されて い
る。 しか し、KeyStage2に ついて は教育技術省(DepartmentforEducationandSkills)
が ネ ッ ト上で第5～6学 年 を対象 に フラ ンス語、 ドイツ語、 スペ イ ン語 の指導 案 を12ユ
ニ ッ ト(各 学年6ユ ニ ッ ト、1ユ ニ ッ トに5時 間 を割 り当てる計算)提 示 し、ユニ ッ トご
とに指導 内容 の うち、題材(話 題 ・場面)、 機 能、語彙、発音 、文化 な どについて の概 要
を示 してい る。文法 ・構造 に関す る記述 はないが、題材や機 能 に対応 した ものであろ うと
推測 される。(DepartmentforEducationandSkills)
KeyStage3に ついて はネ ッ ト上 で、第7～9学 年 を対象 に フランス語 、 ドイ ツ語、ス
ペ イ ン語 の指 導案 を18ユ ニ ッ ト(各 学年6ユ ニ ッ ト、1ユ ニ ッ トに12～15時 問 を割 り
当 て る計 算)提 示 し、ユ ニ ッ トご とに指導 内容 の うち、題材(話 題 ・場面)と 文法 ・構
造、文化 な どを紹介 してい る。(DepartrnentforEducationandSkills)機 能、語彙 、発
音 に関す る記述 はないが、機 能、語 彙 に関 しては題材 に対応 した ものであ ろう と推測 され
る。
次頁 の表19にKeyStage2の 最 終学年(第6学 年)とKeyStage3の 最 終学年(第9
学 年)の フラ ンス語の指導内容 の概要 をまとめ る。話題 を比較す る と、第6学 年で は 日常
生活 に関 わる ものが多いが、第9学 年 では発達段階 に合 わせて よ り広範 囲の話題が含 まれ
ている。なお、KeyStage4に 関 しての指導案お よび指導 内容の紹介 はされて いない。
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[表19]第6学 年 と第9学 年のフランス語指導内容の概要
題 材(話 題 ・場面) 機能 文法 語彙 発音 文化
挨 拶 、 日時 、 天 気 、 教 好 き嫌 い を述べ 記述なし 話題や機能 概 ね 正 しい 目標言語圏で実
室用語、数、時刻、学 る ・尋 ね 答 え に そ っ た も 発 音 と イ ン 際 に使 わ れ てい
校 、 教 科 、 色 、 誕 生 る、 事 実 情報 を の トネ ー シ ョ る本物の言語資
日、 値段 、 フ ラ ンス 通 尋ね答える(第 ン 料 を使 用 、母 語
貨 とユ ー ロ、 祭 りや 祝 1、 第2、 第3 話者 との コ ミュ
第
6
い事 、 ス ポ ー ッ、 身 体
の 部 位 、 衣 服 、 買 い
人 称)、 レ ス トラ
ン で 注 文 す る 、
ニ ケ ー シ ョ ン、
自国文 化 との比
学 物 、道案 内、 など 意 見 を言 う、 人 較 、 目標 言 語 圏
年 物 を描写 す る の人 々の経 験 や
(着てい る ものな 考え方を学ぶ
ど)、買 い物 での
や りと り、道 案
内 で の や りと り、
な ど
病気と治療方法、健康 記述なし 時を表す副 記述なし 記述なし 同上
的 な生 活 、 ス ポ ー ッ 、 詞 、 完 了 形 、
食 べ 物、 買 い 物 と値 過去 を表す
段、過去 の誕生 日や特 表 現、 さ ま
別 な 日、 ニ ュ ー ス な ど ざまな時制 、
第
9
の最 近の 出来事 、家 ・
学 校 ・余 暇 の 過 ご し
最 上 級 、 否
定 形、 関 係
学 方 、 日記 、 国 内 ・海外 代名詞など
年 旅行経験 、海外 か らの
訪 問者 、将 来 の仕事 、
フランスの地域 、環境
問 題 、 テ レ ビ、 映 画 、
読書、 フラ ンス語 圏の
国 々、 な ど
5.指 導法上の特徴
国家統一カリキュラムに、KeyStage3と4で は指導 目標 を効果的に達成するための学
習環境を設定するために、ペア、グループ問、 また、教員とのや りとりは目標言語で行 う
こと、感情や意見 を積極的に表現すること、インターネ ットか らの資料 を含む多様な教材
を使用すること、個人の興味 ・関心 に合った学習 を促すこと、電話での会話など実用性 を
重視すること、日常生活 ・社会生活 ・仕事 ・国際社会などのあ らゆる場面での 目標言語 を
学習する、などが明記されてお り、幅広い場面での実用的な言語運用能力 を重視 した指導
が推奨されていることが うかがえる。(DfEE&QCA,1999:17)
6.評 価
評価 に関 しては、① 目標基準準拠評価(4技 能別に到達目標のレベルを用いて評価する
ことで、学習者 は出来ること ・出来ないことを明確 に把握 しその後の学習に役立てる)、























段 を継続的に用いる形成的評価)、 の3つ の概念を柱 としてより正確な評価 を目指 してい
る。さらに、指導者 による評価だけではな く、学習者 自身が自己評価を行 うことで学習に
対する達成感や責任感を感 じ、さらなる学習への動機付けにつなげる取 り組み もなされて
いる。(松 沢,2002:77-160)
7.教 員養成お よび研修
イギ リス で は、公 立学校 教 員 は通 常、正 規教 員 資格(QualifiedTeacherStatus、 以下
QTS)が 必 要 で、資格 取 得 の ため に は、大 学 な どの教 育機 関で初 任者 教 員教 育(lnitial
TeacherTraining)を 修 了 しなければ ならない。QTSを 取得す る方法 としては、学部 レベ
ルで修了す る方法 と、大学卒業後 に大学院研究科教 育免許状(PostgraduateCertificatein
Education、 以 下PGCE)を 取得 す る2つ の方 法が あ り、PGCEを 取得 す るほ うが一般 的
で ある。(大 谷他,2004:348-353)竹 内他(1999)に よる と、 フランス語 の場 合、全教員
の約3分 の2は 目標言語 の学士 号 を取得 した上 で教 員資格 を取得 してい る。 また、全外 国
語 に関 して、全体 の10%～15%の 教員 は 目標言語 の母語話 者で構i成されてい る。
PGCE課 程 に入学す るため には、3年 聞の大学教育 で学士 号 を取得す る以外 に、 中等教
育修了後 に受験 す る試験 で一定 以上 の成績 を修 める こと、 さ らに面接試験 におい て 目標言
語 を自由かつ正確 に運用 で きる能力 を示す こ とが必要 である。1年 間のPGCE課 程 に入学
す る と、大学 で理論 を、そ して教 育 実習校 で実践 訓練 を受 け、QTSを 取得 で きれば勤務
校 が決定 し、初任の1年 目を経 て2年 目よ り正規 の教 員 となる。(大 谷他,2004:348-353)
1年 聞のPGCE課 程 は、大学 、実習校 、実習生 の三 者 の協力 的 な取 り組 み で行 われ る。
課程 の内容 としては、一般的 に、基礎知識 、理論、実習準備 を大学で、観察 ・実習 を実習
校が受 け持つ。大学の授業 には、国家統一 カ リキ ュラム、授業指導 法研 究、学習者 論、 ク
ラス運営論 、指導計画研 究、言語技 能 開発 方法 、テス トと評価、文化 論 な どが含 まれ る。
(大谷他,2004:348-353)
現職教員教 育 に関 しては、勤務 日の内、年 間5日 間 を専 門教科 の研 修 日 とす るイ ンサー
ビス ・トレーニ ング ・デーズ(INSETdays)や 、約600万 ポ ン ドの予算 が、2年 間 で約
5ρ00人 の教員 を国際 的専門 開発 プログ ラムに参 加 させ るこ と、 また国内 にお いて優秀 な





いがガイ ドラインが示 されてお り、政府は2012年 までに小学校段階で も外国語 を必修化
したいとい う目標を掲げている。(大 谷他,2004:337)こ のように、イギリスでは外国語
教育を推進する傾向があ り、国家統一 カリキュラムに小 ・中 ・高を通 しての外国語学習の
指導 目標 ・到達 目標 を明記することで学習の成果を期待 している。さらに、学習環境を整
え、教員養成にも力を注いでいる。
しか しなが ら、有能な教員確保の問題や、GCSEな どの国家的規模の到達度評価テス ト
の教育現場へのプレッシャーなど、今後解決すべ き問題 も指摘 されている。また、推進
されている小学校段階での外国語教育に対 して も、授業時間確保の難 しさ、教員の不足、
小 ・中連携が確立 されていないことなどを理由に、現時点で法的に導入することは適切で
はないと訴える専門家達 もいる。(大 谷他,2004:347)
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F.ア メ リカ の外 国語 教 育
1.外 国語教育政策 のね らいとその背景
アメリカで は、19世 紀後半 にようや く古典言語(ギ リシ ャ語、 ラテ ン語)以 外の外 国語
教 育が受 け入 れ られ るようになったが、古 典言語 と同等 の地位 を得 よ うとした結果、文法
分析 と文学の翻訳へ と進 んでい き、外 国語 の習得 とい う方向 とは違 っていた。
第一次世界大戦 後 は、外 国語のみ な らず、すべ ての 『外 国』 の ものが軽蔑 され、英語 を
誰 りな く話す こ とが良い と され、外 国語 を使 えるこ とは軽視 され るよ うになった。第二次
世 界大 戦 まで は、 ア メ リカの学 校 で は外 国語教 育 は 「読 み」 を重 視 し、 リスニ ング、ス
ピー キ ング を教 える試 み はこ とご と く失敗 した。 この外 国語 教育軽 視 の傾 向 は第二 次世
界 大戦 後 も続 き、1950年 代 には外 国語 を教 え る高校 は半数 以下 に なって いた(Grittner,
1969:12)o
しか し、1957年 のロシアに よるス プー トニ ク号の発射 を境 に、外 国語教 育が再び支持 さ
れ始 める。実際、1958年 に16.5%だ った高校 生の現代外 国語(ギ リシ ャ語 、 ラテ ン語 を除
く)履 修者 が、1968年 には27.7%へ と飛躍的 に伸 び、教員不足 といった問題 まで生み出 し
た。1967年 にはAmericanCouncilontheTeachingofForeignLanguages(ACTFL)が
設立 され、その後 のアメ リカにお ける外 国語 教育の足が か りを作 った。 それ以降、外 国語
学習者 は増減 を繰 り返 すが、飛躍的 にそ の数が伸 びるこ ともな く、現在 に至 ってい る。 し
か し、今 日の グローバ ル社 会 におい て、英語 が さまざまな場面 で世 界共通語 である とはい
え、 アメ リカで も外 国語学習の必要性 は認識 され、次の ように説かれてい る。
す べ て の ア メ リカ 人 は英 語 に加 え 、 少 な くと もひ とつ の 言 語 と文 化 に 堪 能 で あ る べ きで あ る。
した が っ て 、 外 国 語 教 育 は 中心 的 な カ リキ ュ ラ ム の 一 部 で あ り、 す べ て の 子 供 の教 育 の 中 心
と して 扱 わ れ るべ き もの で あ る。 今 日、 こ れ ま で 以 上 に世 界 中 の 人 々 が 互 い を理 解 し協 力 す
る こ とが 不 可 欠 で あ る 。 今 日の 国 際 社 会 で 成 功 す る た め に 、 そ し て 学 業 ・就 業 面 で 、 他 の 国
の 人 々 と う ま く交 流 す る た め に は 、 学 生 は 国 際 的 な ス キ ル を 身 に つ け る必 要 が あ る。(ANew
InternationalPolicyfortheU.S.Z)epartmentofEducation、 筆 者 翻 訳 お よ び要 約)
外 国 語 教 育 を ア メ リ カ で 推 進 す る 最 も 大 き な 組 織 はACTFLで あ り、1986年 発 行
のACTFLProficiencyGuidelinesが 示 す4技 能 の 運 用 能 力 指 標(Superior,Advanced,
Intermedaite,Novice)が そ れ 以 後 の ア メ リ カ に お け る 外 国 語 教 育 の ガ イ ド ラ イ ン と な っ て い
る 。 そ し て 特 に 、ACTFLが1996年 に 提 示 し たNationalStandardsinForeignLanguage
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Education(以 下1VationalStandardsと 略 す)に 示 さ れ た5C(Communication ,Cultures,
Connections,Comparisons,Communities)を 外 国 語 鮪 の 柱 と し て 、 各 州 が 次 々 と外 国 語 教
育 の 基 準 を 作 成 し て い っ た 。 ま た 、1998年 に は 、 そ れ ま で 一 般 学 習 者 用 で あ っ たACTFL
.ProficiencyGuidelinesに 加 え 、 幼 稚 園 児 か ら 高 校 生(K-12)に タ ー ゲ ッ トを 絞 っ たACTFL
PerformanceGuidelines/orK-12Learnersが 発 表 さ れ 、 さ ら に 、K-12学 習 者 向 け の 外 国 語 教
育 が 拡 充 さ れ つ つ あ る 。
2.外 国語教育の現状 一ペ ンシルバ ニア州のスペイ ン語教育 を中心 に 一
前項 で示 したNationalStandardsに 沿 った外国語教育が各州 で実践 されてい る とはい
え、合衆 国憲 法修正 第10条24に のっ とり、各州 、各教育委員会が独 自の教 育 を行 っている。
従 って、外 国語 を含 むすべ ての教 科 において ナシ ョナ ル ・シ ラバス は存在 せず25、 ア メ リ
カの外 国語教 育 は実 に さまざまな形態 とサ イズでで きあが ってい る。最 も一般 的なパ ター
ンは9年 生 か ら2年 間学 習す る(StandardsforForeignLanguageLearninginthe21st
Century,P.17)と い うもので あるが 、外 国語履修 が大 学入学 に望 ましい とす る州 も増 え、
中学あ るいは小 学校 で の外 国語教 育 も見 られる ようになって きた。アメ リカの外 国語教 育
を大別す る と、 イマ ージ ョン、ForeignLanguageinElementarySchoo1(FLES)、 そ して
ForeignLanguageExploratoryProgram(FLEX)が あ る。 イマー ジ ョンはその名 の通 り、
英 語や ご く一 部の教科 以外 すべ て を、 目標 言語 で教 育す るプロ グラムであ る。FLESは 継
続 して行 う外 国語教 育で、 日本 の英語教 育 と同 じような形態で ある。FLEXは 外 国語紹介
とい った意味合 いが強 く、1学 期 間だ けのプ ログラム を指す 。筆者が2004年 に行 った調
査 に よる と、州全体 と して外 国語学習 を中学 や高校 の卒業 要件 と して いる ところは な く、
選択科 目の一つ とな ってい るに過 ぎない。
以上 の ようにアメ リカの外 国語教育 の現状 は多彩 であるが、筆者 によるペ ンシルバ ニア
州外 国語教 育 の責任 者PamKorega氏 とのイ ンタビュー、そ して実 際 の授 業参 観 を もと
に、ペ ンシルバ ニア州SouthernLehigh校 区(以 下SL校 区 とす る)を 例 に とって見てい
くこ とにす る。SL校 区で は、独 自に進 んだ外 国語教育 プログ ラムを進め てお り、 これ は
決 してペ ンシルバニ アの平均 的 な外国語教育 で はな く、最 も進 んだ プログラムの ひとつ と
して見 る必要 があ る。ペ ンシルバニ ア州 は小 ・中 ・高の外国語教 育 において は、認可 され
た外 国語 の アカデ ミック ・ス タ ンダー ドを持 ってお らず、他 の多 くの州 よ り遅れ てい る。
24憲 法 によって連邦政府 に委任 されなかった権限は各州 または国民 に留保 されると規定 した条項 。











そ の中でSL校 区は特 別 な存在 で、スペ イ ン語 のイマー ジ ョン ・プ ログラムで有名 にな っ
た後、現在 で は充実 したFLESプ ログラム も持 ってい る。 こ こでは、そのFLESプ ログラ
ムにつ いて表20で 見 てい くこ とにす る。SL校 区では、小 学校3年 生 よ り全員 にスペ イン
語が必 修 となってお り、小 学校 の問 は週1回 スペ イ ン語 の授 業 を受 けな ければ な らない。
中学 ・高校 で は、履修す る外 国語 を選択 で きる選択必修で ある。中学校 で は、 スペ イ ン語
を継続 して学習す るこ とも、 フランス語 を新 た に学習す るこ とも可能 にな り、高校 にな る
と、選択 で きる外 国語は 日本語 を含む5ヶ 国語 になる。
[表20]SL校 区における学年別目標言語 ・時聞数 ・クラスサイズ
目標言語 時間数 ク ラスサイズ
小学校(1～5年) スペイ ン語 46分 ×1(6日 間 で26) 約25名
中学校(6～8年) スペ イ ン語 、 フ ラ ンス 語 40分 ×2(1週 間で) 30名 以下
高校(9～12年)
スペ イ ン語 、 フ ラ ンス 語 、 日本
語 、 ドイ ツ語 、 ロ シ ア 語
45分 ×2(1週 間で) 30名 以下
3.外 国語の指導 目標,到 達 目標
4技 能の到達 目標 は、ACTFLPerformanceGuidelinesforK-12Learnersに 示 され てい
るが、 ここで はスペ ースの都合上、 目標 を1/5程 度 に抜粋 した もの を見てみ る ことにす る
(次頁表21参 照)。
4技 能すべ て に言 える ことであ るが、学習期 間が長 くなるにつれ、 また、学習者年齢 が上
が るにつれ、易か ら難へ 、基 本的 な ものか ら応 用力の要求 され るものへ と段 階的 に継 続す
る内容 、技 能が到達 目標 として設定 されている。 この ガイ ドライ ンに見 られ る特徴 的 な点
は、読 み書 きの到達 目標 の指標 と して、文法 的な知識 をうま く用 い ることがで きるか どう
か とい う内容が含 まれている ことであ る。








[表21]ACTFL小 中 高 校 生 パ フ オ ー マ ンス ・ガ イ ドラ イ ン に見 ら れ る 小 ・中 ・高 の4技 能 到 達
目標(筆 者 抜 粋)
聞く 話す 読む 書く
①日常的な話題につい ①既習の練習済みのも ①派生語、接頭辞等を ①暗記 した語句や文を
て、 短 い 簡 単 な会 話 を の を 表 現 す る 時 に は、 利用 して解釈 で きる。 使 え る。
理解 で きる。 あ る程 度 正 確 な 発 音 ・ ② 日常 的 な文脈 の 中で、 ② 知 っ てい る話題 につ
小
学校
② 日常 的 な話 題 に関 す
る名 詞 や動 作 を理 解 で
きる。
イ ン トネー シ ョ ンを使
える。
② 語句 を繰 り返 した り、
文 法 を理 解 し、 内 容 を
理解 で きる。
③ 背 景 知 識 を 用 い て、
い て文 を書 く こ とが で
きる。
③ 教 師 のモ デ ル を まね
言 い換 え た り して、 意 物語の流れを予測でき て、 自分 で正 しい文 を
味 を確 認で きる。 る 。 書 くことがで きる。
① 良 く知 っ てい る 話題 ①聞き手がほぼすべて ①目標言語文化にみら ①短い手紙やメモを書
や、 時 に はあ ま り知 ら を理解 で きる正確 さで、 れる限られた話題の概 く とい った 実践 的 な活
ない話 題 につ い て も概 良 く知 って い る話 題 に 要 を理 解 し、 特 定 の情 動 が で き、現 在 時 制 を
要 を理解で きる。 つ い て情 報 を伝 え る こ 報 を見 つ け る こ とが で 正確 に使 用で きる。
② よ り長 い、 よ り複 雑 とが で きる 。 き る。 ② 良 く知 って い る話 題
中
学校
な会話 を理解で きる。 ② 良 く知 っ て い る話 題
に つ い て 話 す 時 に は、
一 連 の文 を用 い て、 自
③ 既 習 の文 法 を新 しい
状 況 に 適用 す る こ とが
で きる。
に つ い て、一 連 の 文 を
用 い て 自分 の考 え を表
現 した り、描 写 した り
分 の考 え を表現 で きる。 で きる 。
③ かな り正確 に大 文字 ・
小文字や句読点が使え
る よ うに な る 。
① 文脈 を用 い て、意 味 ① 個 人 、 学 校 、 コ ミ ュ ①作者の意図を読み取 ① 個 人、学 校 、 社 会 の
を推 測 した り、複 雑 な ニ テ ィ ー な ど の ト ピ ッ る こ とが で き る。 関心 の あ る話 題 につ い
情報 を理 解 した りで き ク に つ い て 、 ま と ま り ②文字通 りの読みだけ て、現 在 時 制 や 他 の 時
る 。 のある発表 がで きる。 で な く、 ク リ テ ィ カ ル 制 を用 い てパ ラ グ ラ フ
高 ② テ レビ等 に見 られ る ② 良 く知 っ てい る話 題 な読み方がで きる。 を用 いるこ とがで きる。
校 さ まざ ま な話 題 の詳 細 や、 十 分 リサ ー チ した ②より複雑な構文を用
を理解 で きる。 話 題 につ い て、 か な り い て、 パ ラ グ ラ フの 長
の正確 さで口頭表現で さ の手 紙、 や 要 約 を書
きる。 くこ とが で きる 。
4.指 導内容
指導 内容 に関 しては、ACTFLPeiプormanceGuidelinesforK-12Learnersに お いて、理
解 度 ・正確 さ ・語彙 ・コミュニケー シ ョンス トラテジー ・文化理解 の5項 目が示 されてい
るだけであ る。語彙 、文 法 につい ては具体 的で はないが 、 どうい うレベ ルの ものかだ けが
表記 されてい る。 なお、題材 、機能 に関 して は、各州 ご とに示 されてい るだけなので、 こ
こでは、州 の アカデ ミック ・ス タンダー ドを最 も早い時期、1995年 に公表 したイ ンデ ィア
ナ州 の例(lndianasAcademicStandards)を 用 いる(表22参 照)。 実際、 この インデ ィ
アナの例 を参考 に、多 くの州が外 国語 のアカデ ミック ・スタ ンダー ドを作 り上げていった。
一般的 に発音 の指導 内容 の記述 は非常 に難 しい ところであ るが、ACTFLに よる ガイ ド
ライ ンにおいて非常 に特徴 的 なのが、 この発音 に関す る もの であ る。「流暢 な」 とか 「正
確 な」 といった形容詞 を用いず、 だれ に理解 されるか とい う基準 で示 されてい る。









[表22]小 ・中 ・高 の 指 導 内 容
題材 機能 文法 語彙 発音 文化理解
① あい さつ、名前 ・出 ① 興 味、 好 き嫌 ① 主 と して ① 身の回 り ①言語学習 ①自分たちの文
身地 ・電話番号 とい っ いに関する会話 既習の文法 の物や特定 者 との会話 化 と似 た もの の
た基本的な情報。家や に参加す る。 構造の文 を の話題に関 に慣 れ て い み、理 解 ・表現
小 学校 で の好 きな活動、 ②自己紹介をす 理解 する。 する行為 る人に理解 す る 。
学 人や物 についての好 き る 。 ②記憶 して ② 同語源語 され る。
校 嫌 い 。 ③簡単な質問を い る 句 を使 の語彙から
した り、 そ れ に う 。 未知の語句
答 えた りす る。 の意味を類
推 する。
①日常生活の出来事や ① さま ざ まな 日 ①未知の文 ① さ ま ざ ま ①言語学習 ①目標言語のジ
過去の体験、個人生活 常会話に参加す 法 ・構 造 の な テ ー マ の 者との会話 エ ス チ ャ ー を 用
や コ ミュ ニ テ ィー で の る 。 文が少 し含 語 や 一 般 的 に 慣 れ て い い る。
中 活動。 ②指示や命令を ま れ て い て な イ デ ィ オ る ネ イ テ ィ ②文化の相違点
学 与 え る。 も理解する ム 。 ブに理解 さ に気 づ く。
校 ③必要なものを ②母国語 と ②辞書等を れる発音 と
要求する。 の構造比較 用 い て、 補 イ ン ト ネ ー
をす る。 足す る。 シ ョン を 使
え る 。
①現在や過去の出来 ①自分の感情や ①未知の文 ① イ デ ィ オ ①言語学習 ① 目標言語の風
事、個人的 な感情 、国 状 況 を説明する。 法 ・構 造 の ム や 目標 言 者 との会話 習 、 製 品 、 物 の
際的 な時事問題。 ②同意を表明し 文を理解す 語特有の表 に慣 れ て い 見方等 に気 づ く。
古 た り、理 由付 け る 。 現 。 な い ネ イ ②文化的なステ
}}n
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を して 意見 を述
べ た りする。
② 文 法 知 識





レオ タイ プ を分
析 で きる。
文の意味を の意味 を推 音 と イ ン ト
理解する 測す る。 ネ ー シ ョ ン
を使 える。
5.指 導法上の特徴
SL校 区のスペイン語の授業においては、小学校ではテキス トは使わず独 自の教材で授
業が行われ、中学からは指定の教科書が使用 される。3年 生の最初 に母語である英語 も少
し交えて、クラスルーム ・スパニッシュを教えるが、2週 聞もすると、全てスペイン語だ
けで授業が進め られる。3年 生 ・4年 生の問はオーラル面のみを重視 し、文字はほとんど
使用されない。5年 生になって初めて、読み書 きが正式に導入 される。小 ・中 ・高はすべ
て同一の教育委員会の管轄にあ り、また、小 ・中、あるいは中 ・高を掛け持 ちしている先
生 も何人かお り、学校聞の連携 も毎月行われる連絡委員会で細かく話 し合われる。
6.評 価
SL校 区の外 国語 科 目の評価 は、小 学校 と中 ・高 で大 きく異 なる。小 学校 の場合 、 リス
ニ ング、単 語 テ ス ト、授業 参 加等 か ら総 合 的 な評 価 を し、3段 階(exceeding ,meeting
{鰍.〉
expectation,inCOnSistent)の 評価 をつ ける。 中高で は記述テス ト、発表等 も加 え、点数化
された100点 法で評価が な される。
7.教 員養成 および研修
外 国語 を教 える教 員資格 は州 に よって異 なるので、 ここで はペ ンシルバニ ア州 の例 を見
てみ るこ とにす る。ペ ンシルバ ニアの場 合、小 ・中 ・高共 通の外 国語教員 の免許 を持 った
教 師 だけが、外 国語 を教 える こ とが で きる。 つ ま り、 どの学年 を教 えるか にか かわ らず 、
すべ ての外 国語教員 は同 じ資格 を有 す る。教員免許 を取得 す るには、州認 定の教育課程 を
終 え、規 定 の試 験 に合格 す る こ とが 要求 され る。教職 課程 を終 え るに は、 当該外 国語 を
専攻 し、かつ教職課程科 目か ら9単 位(教 育原理1単 位 、教 育心理学1単 位 、教 授法1単
位 、評価 法0.5単 位 、教 育 問題0.5単 位 、 カ リキュ ラムデ ザ イ ン0.5単 位、 教育 実習3単
位27、 教育 セ ミナー0.5単 位、 イ ン ター ン1単 位)を 履修 しなけれ ばな らない。 また、規
定 の 試 験 と い う の は、TestofEnglishforlnternatioanlCommunication(TOEIC)や
TestofEnglishasaForeignLanguage(TOEFL)を 実施 して い るEducationalTesting
Service(ETS)が 行 う、PRAXIS:ProfessionalAssessmentsforBeginningTeachersテ
ス トの うち、PRAXISIの リーデ ィ ング、 ライテ ィ ング、 数学 の3科 目とPRAXISII
の専 門知識:当 該外 国語の計4科 目に合格 しなければな らない。
また、教 員 と して採用 された後 も、教員免 許 を維持す るため には、5年 以 内 ごとに、大
学の専 門課程 ・大学 院で6単 位分の新 たな科 目を履修 し続 けなければ ならない28。
9.課 題 と展 望
以上 、ACTFLの ガイ ドライ ンを軸 と して、詳細 な内容 に関 して は主 としてペ ンシルバ
ニ アの例 を見 て きた。大 国主義 に安住 して きた結 果、外 国語教育が軽視 され、異文化理 解
や国際交流 とい った面 にお いて、ア メリカのみな らず英語 を母語 とする国が遅 れ をとって
い るこ とは否 めない。 アメ リカの外 国語教育 における課題 は、何 と言 って も、 まずすべ て
の州 にお いて、外 国語の到達 目標 ・指 導 目標 を含 んだア カデ ミック ・ス タンダー ドを制定
す るこ とで ある。そ して、そ の到達 目標 を達成す るため には、外 国語学習 を選択科 目では
な く、 中学 ・高校 の必修科 目とし、そ して大学 入学共 通試験 のScholasticAptitudeTest
27教 育実習 中は、1学 期間配属先の小 ・中 ・高校 に毎 日行 くこ とになるので、教職課程 を終 えて卒業 するには、他の学生 よ り1
学期 間余分 にかかるこ とが多い。
28費 用は 自己負担であ り、休職す ることも許 されないので、たいていの教師 はサマー コースを利用 して大学 に通 う。

























(SAT)に も取 り入れる必要がある。ただ、現実問題 として、英語が世界共通語 として通
用 している現在、すべての学生が外国語学習にどれだけの必要性を感 じているかは、疑問
の残るところである。 しか し、21世 紀に入 り小 ・中 ・高各 レベルにおいて、外国語学習
が拡充 してきているの も事実であ り、教員の確保、コミュニティーのサポー トが得 られれ
ば、今後 さらなる発展が期待できそうである。














G.カ ナ ダ の 外 国 語 教 育
].外 国語 教育政策のね らいとその背景
よ く知 られてい るよ うに、 カナ ダの公用語 は英語 とフラ ンス語 であ る。 しか し、国民 の
大半が2つ の公用語 を操 るバ イリンガル とい うわけではない。2001年 の国勢調査 に よる と、
2つ の公用 語の運用能力 があ ると答 えた者 の人 口比率 は177%で あった。つ ま り、 カナ ダ
は英仏2言 語 を公用語 とす るバ イ リンガル国家 だが、その2言 語政策 の基 本 は、連邦政府
の行 政サ ー ビスが英語 とフラ ンス語の2つ の言語 で享受で きる ことを保 証す る 「制度 的バ
イ リンガ リズ ム(工nstitutiona1Bilingualism)」 とい うことになる。
カナ ダは100以 上 の言 語が話 されて い る多 言語 国家 で もあ る。前 述 の国勢 調査(2001
麟
年)に よると、総人口のうち、英語を母語29とする者は全体の59.3%、 フランス語は22.7%
である。その他の言語は17.6%だ が、そのうちのいずれの言語 において も話者数は人口の
3%未 満である。
また、カナダは国策として多文化主義 を採用 している。カナダ民族遺産省は、様 々な民
族 ・人種の国民が帰属意識と愛着を持てる社会の醸成を目標 としている。そこには、カナ
ダの多様性 は国内外の市場 における財産であ り、カナダの経済的繁栄に大 きく貢献 してい
るという発想、つま り、カナダの多様性を社会的資源 とみなす考え方がある。そのため連
邦政府は公用語以外の言語 を保護する重要性 を認識 し、種々の少数言語保護政策を採用 し
ている。
英仏両言語の並存を容認する政策は、上記のような、多言語 ・多文化に肯定的な思想 に
基づいていると考えられる。 しか し英仏両言語 に対 しては、単なる多文化主義 とは異なる
視点から、政策的な基幹言語 としての位置付 け、つ まり 「公用語」の地位を与えている。
カナダ民族遺産省は 「両公用語 を知っていることはカナダ人の生活 を豊かにする」がゆえ
に 「連邦政府は若いカナダ人に投資 し、彼 らが第2言 語を学ぶ機会 を提供する」 とし、第
2言 語教育の重要性を唱えている30。
2.外 国語教育の現状 一オンタ リオ州の フランス語教育 を中心 に 一
教育 管轄権 は憲 法 で州 の独 占的事 項 と定 め られ てい るため、 カナ ダの教育事 情 は州 に
よって異 な る。首都 オ タワが位置 し、 カナ ダで最 も人口の多 いオ ンタ リオ州 におい ては、
初等教 育は8年 間、 中等教育 は4年 問で、6歳 か ら16歳 までが義務教育 とされる31。
英 語 を教育言語 とす る小 学校で は、第4学 年か ら第8学 年 まで フラ ンス語 は必修科 目と
なってい る。授業 は毎 年継 続的 に実施 され、授 業時 聞数 は5年 問で最低600時 聞 と定め ら
れて い る。 これが い わ ゆるCoreProgram32と 呼 ばれ る もので あ る。 この他 にExtended
FrenchProgram33とFrenchImmersionProgram34が あ り、いず れ も 「第2言 語 として の
フ ランス語」の一形態 で、設置 は任意 である。前者で はフラ ンス語で授業が行 われ る割合
29こ こでい う母語 とは、幼児期 に家庭で学習 した第1言 語であ り、かつ国勢調査が実施 される時点で理解可能 な言語のことを指す。
30カ ナダ民族 遺産省ホームペー ジ(http://www .pch.gc.ca/)
31オ ンタ リオ州教育省の発表 による と、小学校(ElementarySchool)お よび中等学校(SecondarySchoo1)に 在籍す る児 童 ・
生徒数(2000-01年)は それ ぞれ1,434,745人 、708,854人である。その 中で、93,310人の児童 ・生徒 が フランス語 を第1言 語 とし、
フランス語で教育 を受 けている。
32オ ンタ リオ州教 育省 に よる と、2000年 度の在籍者数は、小学校で803244人 、 中等学校 で104 ,670人。
33オ ンタリオ州教 育省に よる と、2000年 度の在籍者数 は、小学校で23 ,708人 、中等学校 で9,351人 。
34オ ンタリオ州教 育省 に よる と、2000年 度の在籍者数 は、小学校で99297人 、 中等学校 で1&688入 。























が最低25%で 、「フランス語」の ほか に最低1科 目が フラ ンス語で授 業が行われ る。一方、
後 者 では フランス語 での授 業の割合 が最 低50%で 、「フラ ンス語」 の ほか に最低2科 目が
フランス語で授業がお こなわれる。
中等 学校(第9学 年 ～第12学 年)に おい て も同様 に3つ の プログ ラムが存在 す るが、
どの プログラムを選択 す るか は、 それ まで に受講 したフラ ンス語の授業累積 時聞数 によっ
て決 まる。CoreFrenchの 場合 は フランス語の授業が最低600時 間、ExtendedFrenchお
よびFrenchImmersionは フ ラ ンス語 で の授 業が そ れぞ れ最 低1,260時 間、3β00時 間 と
なって いる。CoreFrenchは 、主 に会 話能力 の習得 を 目指すAppliedCourseと 大学 で も
フラ ンス語 を履修 す る ことを前提 とす るAcadernicCourseに 分 かれてい る。 また、第11
学年 でOpenCourseとUniversityPreparationCourseに 分 かれ るが、 どち らの コース に
進 むか は第10学 年 で修 了 した コース によって決 まる。
クラスサ イズ に関 しては年 々大 き くな る傾向 にあ ったが、1997年 に、1ク ラスあた りの
児童 ・生徒 数平均 が、小学校 で25名 、中等 学校 では22名 を超 えない よう定 め られ た。 さ
らに2000年 に、上 限が小学校 で24.5名 、中等学校で は21名 に変 更 され、現 在 に至 ってい
る。なお、上限 を超 える場合 、当該 の教育 委員 会 には政府か ら補助金が交付 されない。
、閥,、曜 戯●舶
[表23]プ ロ グ ラ ム別 目標 言 語 ・時 問数 ・ク ラス サ イズ
開講 クラスお よび学年 言語 時間数 クラスサ イズ
CoreFrench(第4～8学 年) 仏語 5年 間 で最低600時 間(⇒ 週4.3時 間) 24.5名 以 下
ExtendedFrench(第4～8学 年) 仏語 5年 間で最低1,260時 問(⇒ 週9.0時 間) 24.5名 以 下
FrenchImmersion(第1～8学 年) 仏語
第4～8学 年 の5年 間で最低3,$00時 間
(⇒週27.4時 間)
24.5名 以 下
CoreFrench(第9～12学 年) 仏語 年間最低110時 間(⇒ 週3,9時 聞) 21名 以下
(注)週 あた りの授業時 間数 は、年 聞授業 日数を194日(オ ンタリオ州の規定最低 日数)と して計算 。
カナ ダはフラ ンス語以外 の言語教育 に も力 を入れてい る。具体的 には、1977年 か ら 「遺
産言語 プロ グラム」35が導入 され、生徒25名 以上 の要請が ある とクラス を開講す るこ とが
で きる。例 えばオ ン タリオ州 のGuelph/WellingtonCountyで は、ベ ンガル語 、 オラ ンダ
語 、 日本語 な ど、22言 語 の クラスがあ る。単位が認定 され るのは第9学 年 以上 で、第8学
年以下 の児童 ・生徒 は土曜の朝や夏期 プログラムで学 習する ことになってい る。













る認識の向上、 となっている。第4学 年から第6学 年まではオーラルコミュニケーション
を中心 とし、第7学 年および第8学 年では 「読む」活動や 「書 く」活動 も重要視 されてい
る。 また、「話す」活動を行 う前に、「聞 く」機会が十分に与えられなければならないと明
記 されている36。
中等学校 においては、初等学校 と同様な指導目標が掲げられてお り、4年 問のプログラ
ムを修了すると、履修者は 「フランス語での簡単な会話に参加でき、辞書の助けを借 りて
フランス語の本 ・雑誌 ・新聞を読み、ラジオやテレビのニュースや番組の概要 を理解で き
る」 としている。なお、4技 能の到達 目標は次頁表24の 通 りである。
4.指 導 内容
題材 としては、第4学 年 か ら第6学 年 では家族 、天候、季節 、スポー ッ、食事 な ど、身
近 な話題 を中心 に、第7学 年 お よび第8学 年 では、映画、職業、旅行 、時事 問題 な ど幅広
い話 題が 選択 されて い る。 中等 学校 におい て は、OpenCourse、UniversityPreparation
Courseと もに、様 々なメディア媒体 で見 聞 される幅広い内容が題材 として扱 われてい る。
機 能 に関 しては特 に明記 されていないが、題材 に応 じて選択 されてい る もの と考 え られ
る。
文法 ・構 造 は、 第4学 年 で は、代 名詞(je,.,,tu,vous,ul,elle)、 複 数形 の 一s、定冠詞 、
不 定冠 詞、現在 形、 前置詞 、疑 問文 な ど、 また、初等 教 育の最 終学 年 であ る第8学 年 で
は、代 名詞(y,en,on)、 複合 過去 のお ける動詞 の用法 、形容詞 の比較級 ・最上級、否定文
で用 い られ る部分 冠詞(partitivearticle)な どが学 習 される。第12学 年 のOpenCourse
では、所有代 名詞、疑問代名詞の`lequel'、 大過去、前未来 、条件法 過去 、現在分詞、接続
法現在 、UniversityCourseで は さらに、受動 態、関係代 名詞 の`lequel'、 知 覚動詞 、接 続
法過去 な どが学 習 され る。
36オ ンタリオ州教育省(1988)







[表24]初 等学校、中等学校の4技 能到達 目標
聞く1話 す 読む 書く
① 文 レベルで簡単な質問 をした り、答 えた りで きる。 ①150～200語 の平 易 な文 ①既習の語彙や構文を使っ
② 精通 した状況 においては、発音、 リエ ゾ ン、イ ン トネー 章 を読んで理解で きる。 て文 を書 ける。
シ ョン、言 い まわ しを適切に使 える。 ② パ ンフ レッ トや小 冊子 な ②パ ラグ ラフや ダ イア ログ
③ テープか ら流 れて くる質問 に答 えるな ど、音声言語 に応 ど、最低9つ の 簡単 なパ ッ な ど、 さま ざ まな形式 の文
答 で きる。 セージや物語などを理解で を書 ける。
④調査結 果の報告な ど、10～15文 で口頭発表 で きる。 きる 。 ③教師の指導 を受 けた り、
第 ⑤ 資料や教 師 ・クラス メー トか らの反応 ・意 見 を参 考に、 ③ 正 しい発 音 や イ ン トネー クラス メー トと共 同 した り
自分が発言 したことに関 して、詳細 を付 け加えた り、語19頁 シ ョ ンで、 一斉 音読 な ど さ して、モ デル を参考 に して、
6 の間違 いな どを修 正 した りで きる。 まざまな読む活動に参加で パ ン フ レッ トや小 冊子 な ど
学
きる 。 を書 い た り、 原稿 を校 閲 し
④読んだものを正 しい順序 た りで きる。
年 に並べ 替 えた り、簡 単 な文 ④学年に合った語彙を使っ
で説 明 した りで きる。 た り、綴 った りで きる。
⑤ トピック文や トピ ック支





①会話 やデ ィス カッシ ョンをす る際 に、重 文や複文 を使 え ①400～600語 の 平 易 な 文 ①単文や重文を使 える。ま
校 る。 章 を読 んで理解 で きる。 た、パ ラグラフを書け る。
② 質問に答 えた り、 ロールプ レイ に参加 した りして、音声 ②最低15の 新聞や雑誌の抜 ②教 師の指導 を受けた り、
言語 に応答 で きる。 粋 を読 ん で、 トピ ック文 や ク ラス メー トと共 同 した り
③ インタ ビュー など決 め られた場面で、適切 な言葉づか い トピ ック支 持文 を指摘 で き して 、 ブ レ ー ン ス トー ミ ン
第 や言 回 しを使 える。 る。 グや マ ッ ピング な どの 手法
④聞き手に合わせた話し方をして、20文 以上で口頭発表が を使って文章の構成 を考え
8 で き る。 て書 ける。
③ モ デ ルを参 考 に して、 リ
学 ス トや ダイ アロ グな ど、 さ
まざまな形式の文 を書け る。
年
④ 文 法、句 読 法、ス ペ リ ン
グ に注意 して、書 いた 原稿
を校 閲で きる。
⑤学年 に合 った語彙 を使 っ
た り、綴 った りで きる。
①相手の言うことを理解 し ① クラス メー トの発 表 を聞 ①新 聞 や雑 誌、パ ンフ レッ ① 履歴 書、 添 え状、 ビジネ
た り、会話 に参加 した りで い て、 内容 を分 析 した り、 トを読 んで理解で きる。 ス プラ ンな ど、 さま ざまな
き る。 意見に関 して詳細を述べた ②書 く作 業 、例 え ば、 ビジ 文書 を書 ける。
② デ ィ ス カ ッ シ ョ ン、 ニ ユ りで きる。 ネ スプ ラ ンの作成 な どの た ②就職希望者に対する質問
一ス、短 い話 を聞 きなが ら、 ② 異 なる 見 解 を示 した り、 めに情報 を収集 し、内容を や評価基準表を作成できる。
Φ 要点 をメモで きる。 議 論 を批評 した りして、 ク 理解で きる。 ③ 会社 紹介 のパ ンフ レッ ト
鐘 ③ ク ラスメ ー トの発表 を聞 ラスや グ ルー プでの デ ィス ③読 ん だ内容 に関 して、判 や ビデ オ、 ホー ムペ ー ジ を
゜U い て、質 問 を した り意 見 を カッシ ョンに参加 で きる。 断 を下せ る。(例:履 歴書 を 作成 できる。
呂 述べた りで きる。 ③ ビジネ ス関連 の トピッ ク 読み、就職希望者が条件 に ④現在起こっている問題に
¢, につ いて調 査 した こ とを口 適合す るか を判断す る。) 関 して、原 因 を分 析 を した
O
頭 で発表で きる。 ④ マニ ュア ル、パ ンフ レツ り、 解決 策 を書 いた りで き
⑤履歴書をもとに模擬面接 ト等を読んで職場への理解 る。
がで きる。 を深 め る とと もに、読 ん だ
中 第 内容 を要 約 した り、分 った
等 12
こ とを説明 した りで きる。
学 学 ① 映 画、 テ レ ビ ・ラジ オ番 ① 既 定 の トピ ッ クで デ ィ ① 最 低300ペ ー ジの 記 事 、 ①個人で文章を読 んだ り、
組 、 デ ィベ ー トな どの 内容 ベ ー トがで きる。 小 説 、詩、 歌詞 、戯 曲 な ど 映画や劇を見て、要約や評
校 年 を理解 し、要約で きる。 ②要点を書いたメモや視覚 を読んで理解で きる。 論 を書 いた りで きる。
② クラス メー トや その他 の 教材 を使 って、最 低5分 間 ② 最 低100～150ペ ー ジの ②授業で読んだテキス トの
Φ 話 し手が話す内容を理解で の 口頭 発表 を し、質 問 に答 小説や戯曲を個人で読んで 登場人物 につ いて書 ける。
彗 きる 。 えられ る。 理解 で きる。 ③論文や詩 を書いて、自分
゜
U ③ さま ざま なア クセ ン トや ③ ク ラス メー トの発 表 を聞 ③ 歌、 詩、小 説 な どを読 ん の意見 を表現で きる。
h 発 音 で話 され る フラ ンス語 い て、 内容 を分析 し、反論 で、筆者の考えや要点を理 ④国内問題や国際問題 に関
蔓 を理解 で きる。 で き る。 解 で きる。 して、 異 な る見 解 や賛 成 ・
霧 ④脚本からの1場 面を劇化 ④ 同 じテ ーマ につ いて書 か 反対意見を書ける。'日
して演 じられ る。 れた文章や記事を2つ 以上 ⑤最低1,000語 の研究報告書
⇒
⑤議論されている内容 を分 読 んで比較 で きる。 を書 ける。
析 し、解決策 を提示 できる。 ⑤課題の準備 をする際に、 ⑥自分の見解 を明瞭に表現
さ ま ざ ま な リサ ーチ テ ク す るた め に、書 い た原 稿 を
ニ ックを駆 使で きる。 推敲で きる。
語 彙 は、第4学 年か ら第6学 年 で は、数字(1～100)、 色、時 問、月 日、天候 、季 節、
家族 、スポー ツ、衣服 、食事 、動物、体 の部位 、空間 に関す る ものが挙 げ られてい る。第
7学 年お よび第8学 年 で は、1,000ま で の数 字、屋外 ス ポー ツ、余 暇、 シ ョッピ ング、時
事 、映 画、テ レビ、 ラジオ、職業、交通、音楽 、映画、旅行 に関す るものが挙 げ られてい
る。 また、第2言 語 のスキルが多 くの職業 において重要 であ り、将来の就職 に有利 であ る
旨 を理解 させ る こ とを強調 してい る こ とか ら、 ビジ ネスで使 われ る語彙 も豊富 に取 り上
げ られてい る。 中等学校 のOpenCourseで は、 ビジネス関連の問題 について発表 した り、
デ ィスカ ッシ ョン した りす る際 に使 われ る語彙 も習得 される ことになってい る。
音声指導 につい てだが、小 学校 で は、 さまざまな年齢 の人が異 な るなま りや発話 速度で
話す フラ ンス語が音声教材 と して使用 されてい る。 また、話す 際 には、第4学 年 と第5学
年 では発音 とイン トネーシ ョンに注意 し、第6学 年で は、適切 な発音 、 リエ ゾ ン、イ ン ト
ネーシ ョンで話す よ う指導 され る。 また第5学 年 と第6学 年 では、音 読す る際 には声 に表
情 をつ けて、正 しい発音 とイン トネー シ ョンで読 む よう指導 される。
5.評 価
小学校で は4つ の カテ ゴリー(①Communication、 ②Comprehension、 ③Organization
ofldeas、 ④ApplicationofLanguageKnowledge)と4つ の レベ ルに基づ いて評価 が行 わ
れ る。学 習事項 の80%～100%を 習 得 した場 合 には レベ ル4、70～79%の 場合 には レベ
ル3、60～69%の 場合 には レベル2、50～59%の 場合 にはレベ ル1と され、50%に 満 た
ない場合 には単位 が認 定 され ない。州の標準 は レベ ル3に 設定 されてい る。レベル3と は、
「フ ランス語 で書か れた り話 された りす る内容 を大 筋理解す るこ とがで きる。返答 の選択
肢があ らか じめ用意 されている ような周到 に組 み立て られた会話 や、時 には自由に行 われ
る会話 において、 自己表現が で きる。基本 的な語句 や表現形式 を使 って コ ミュニケーシ ョ
ンを図る こ とがで きる。学 習 した語 句 ・表現 ・文法 の ほ とん どを実際 に使 う ことが で き、
聞違い をほ とん ど犯 さない」 レベルであ る。
一 方 、 中 等 学 校 で は、 ①Knowledge/Understanding、 ②Thinking/lnquiry、
③Communication、 ④ApPlicationと い う4つ の カテゴ リー と、小学校 と同様 に4つ の レ
ベ ルに基づ いて評価 される。
諸外国の講 育政策と日本の囑 教育への示唆 鑑
川.日本の外国語教育への示唆
この項では、上記7地 域における外国語教育の実情 を振 りかえ り、(1)外 国語教育の
目的、(2)複 数の外国語教育、(3)外 国語学習の開始期、時問数およびクラスサイズ、
(4)小 ・中 ・高一貫のナショナル ・シラバス、(5)国 際交流活動、(6)教 員の養成 と
研修、(7)教 育予算、以上7項 目において日本の外国語教育、 とりわけ英語教育に対 し
示唆する点に言及する。
].外 国語教育の目的







前者の共通点は、その国が他民族 ・多文化社会であ りつつ も、国際語 とも言える英語が
公用語であるという点であ り、後者の共通点は、英語を国際語 として認め、英語習得 こそ





で特筆すべ きケースとも言えるEUの 外国語教育をみてみたい。EUは 加盟国聞において経
済的 ・政治的に 「多様性の中の統合」を目指す という現実的 目標が明確であるとい うこと
もあ り、上記二つの目的の均衡が取れるよう努力 している。すなわち、EU独 自の理念であ
る 「複言語主義」に立脚 し、母語以外 にEUの 公用語を二つ習得させるという 「母語+2
言語習得」が共通の 目標 としてEU各 国で打ち出され、それに沿った言語政策が実行に移
されている。例えばスペインにおいては、国際語である英語の習得の重要性 を認識 し推進
すると同時に、異文化理解の一環として英語以外の言語学習 も奨励 しているのである。
一方、 日本 においては、本稿の 「は じめに」でも触れたように、「21世紀 日本の構想懇











































外国語の早期学習の効果については、紙面の関係で詳細 は述べ られないが、た とえば樋
口他(1997)で は、脳生理学、発達心理学の側面から、また小学校時代に英語 を学習 した
生徒 としなかった生徒の比較研究な どから、外国語早期学習の妥当性が裏付 けられてい
る。 日本 も外国語習得を真剣 に目指すのであれば、開始時期の早期化(小 学校)、 目標言
語への接触時間数の増加が必須であることは言 うまでもなく、また早期化 に伴い、若年学
習者に適 した外国語指導法 ・学習法を確立することが急務 と言える。
外国語の接触時間数の増加は、中学 ・高校において も再考 されるべ き案件である。中
国、韓国、台湾の外国語教育の実態の項で示 したように、これ らの諸国と比較 して日本の
中学 ・高校における外国語の接触時問の少なさは顕著である。
小規模のクラスサイズ も考慮すべ き案件である。言語習得は受動的なインプットのみの
学習では効果は上が らず、インタラクティブな授業 を通 して学習 したものを自ら発話 し確
認すること(=ア ウ トプット)に よって定着するものである。本稿で取 り上げた欧米諸国
の小学校外国語教育では約25人 のクラスサイズが主流である37。日本において も2003年
3月 文部科学省発表の 『「英語が使 える日本人」の育成のための行動計画の策定について』
において、「少人数指導等のための教員配置の改善」 とい う項 目を挙げてお り、一部の地
域および学校では少人数化に向けての動 きがあるものの、依然検討課題であることは事実
である。ほかの教科では無理であるにせ よ、す くなくとも教師 一 学生間のコミュニケー
ションが重要な意味を持つ外国語科 においては、小規模 クラスの徹底はで きるだけ早 く実
現すべ きである。
4.ノ」い 中 ・高一貫のナショナル ・シラバス
言語習得における習熟度 とい うものは学習者の発達段階 によって大 きく異 なるため、
小 ・中 ・高各段階において相応のシラバスが組 まれなければならない。それと同時に、学
習の継続性 も重要な要素であるから、シラバスの作成は小 ・中 ・高の連携のもと、重複を
避けつつ全体の流れを見ることが求め られる。 さらに、コミュニケーシ ョン能力重視のシ
ラバスは 「聞 く・話す ・読む ・書 く」の4技 能のそれぞれにおいて明確な指導 目標 ・内容
を盛 り込み、各学年を習熟度のチェックポイントと考え、これ ら4技 能の到達度を明記 し
なければならない。
日本が国家事業 として効率のよい外国語教育を推進する場合に不可欠なのは、到達 目標












の明確 な設定である。高校進学率が97%を 超 えた現在(文 部科学省2002年 調べ)、 国民
の外国語習得の到達点は高校終了時に置 くのが自然であ り、そこか ら逆算的に中学、ひい
ては小学校の到達 目標 を設定 していくことが求め られるのではないか。つ まり本当の意味
でのナショナル ・シラバスは小 ・中 ・高における綿密な一貫性 と小 ・中 ・高各 レベルの役
割、位置づけを考えることによってのみ可能だということである。この点を踏まえた上で、
日本人学習者が特に不得手とする 「聞 く・話す」の2技 能の向上 を視野に入れた小 ・中 ・
高一貫のオーラル ・コミュニケーション重視の到達 目標設定が望まれる。その際、中国お
よび韓国の到達 目標は大いに参考 となるであろう。また、中韓両国、そ して台湾 はシラバ
スに即 したマルチメディア視聴覚教材など学習支援ッールが充実 している。シラバスに基
づ くこういった教材の開発は、「ナショナル ・シラバス」 という大 きな柱 を立ててこそ実
現可能であ り有用 なツールとして成 り立つ ものであるということに留意 したい。
コミュニケーション能力の育成のほかに、外国語学習の目的には異文化理解ひいては国
際理解の促進があげられる。この点を考慮 し、ナショナル ・シラバスでは 「文化理解」の
到達 目標を明記する必要がある。また、「題材、機能、文法構造、語彙、発音、文化」な
どの指導内容 も学習者の発達段階に応 じて過不足なく盛 り込 まれねばならない。たとえば
題材においては、低学年では身近で取 り組みやすい話題を、高学年では発表や討論のでき
る社会問題など高度な話題 を取 り入れるなどの工夫が必要 となる。またコミュニケーショ
ン重視を念頭 に、文法シラバスと機能シラバスのバランスを精査する必要 もあろう。非英
語圏である中国、韓国、台湾のシラバスはこの点多いに参考になると思われる。 しかし決
して 「読む ・書 く」の2技 能を軽視すべ きではな く、インターネットなど日常生活に不可
欠な媒体を大いに活用 した効果的な指導法の確立が望まれる。
シラバスには評価法 も明記すべ きである。 コミュニケーション重視の教育では、習得 し
た知識 を確認するとい う従来の評価法よりも言語運用能力 を測 る評価法の方が望 ましい。
筆記試験だけでな く、イギリスや台湾などのポー トフォリオ方式、中国のインタビュー形
式などを参考にした運用能力測定方法の開発、米国のACTFL的 な評価法などを考慮する
必要性 も出て くるか もしれない。
5.国 際交流活動
従来の 「外国語イコール知識 ・教養」式の語学学習から脱却 し、外国語学習をコミュニ





ログラムなどをのぞいてはあ まり見 られなかった。前掲 『「英語が使える日本人」育成の
ための戦略構想』では、留学生 との交流活動な どを含 む 「外国人 とのふれあい推進事業」
や、高校生、大学生 を対象にした 「海外留学促進施策」など新 しい形の交流事業を提言 し






を雇用することも解決策ではあるが、その国独 自の教育指針お よび指導法に見合 うネイ
ティブ教師を確保するのは簡単ではない。このような現状において、小学校の外国語教育
の急速 な組織化が教員不足 を引 き起こしている国々では、既存の教員養成学校以外のルー








教育改革の成否はそれを担 う教員の資質によるのであ り、そのための教員養成 ・研修は
必須である。我が国ではこの分野 における不備が指摘 されてきたことを受け、文部科学省
の要請の もと 「日本の教育改革有識者懇談会」が2004年9月 の報告で(1)教 員養成の
専門職大学院の設置促進、(2)教 員免許更新制の導入、(3)優 秀な教員の評価 と処遇の
改善、以上3点 を提案 したことは大いに評価 したい。具体的方策のさらなる提言 ・実行が
望 まれる。








習に必要なクラスサイズの縮小など急を要する案件が山積 してお り、そのどれ もが財政的
援助 なくしては実現 しない。このような現状の中での日本の近年の教育予算の低下は危惧
すべ き事案である。以下、 日本、台湾、スペイン3国 の国内総生産(GDP)に おける教育
費の占める割合を参照されたい。
[表25]国 内総生産(GDP)に おける教育費の占める割合(2000年)
日本 3.5%(文 部科学省生 涯学 習政策局 「デー タか ら見 る日本の教育2004」 よ り)
台湾 5.5%(JapanTimes2002.5.9記 事 よ り)
ス ペ イ ン 5.7%(MinisteriodeCultura,SpanishEducationSystem2002よ り)
参考 までに、 日本では1981年 か ら1995年 の問に、GDPに おける教育費の占める割合
が5.8%か ら4.8%に 低下 し、さらには表25に あるように、続 く5年 でそれが3.5%に 落ち
こんでいる。
我が国では外国語教育拡充のための提言が次々となされている一方で、教育予算は減
少の一途 をたどっている。われわれ外国語教育に携 わる者は、 この理想 と現実の大 きな
ギ ャップ、そ して矛盾 に危機感 をいだき、問題改善の要求 ・提言 を積極的にお こなって
い くべ きである。現状のままで、たとえば小学校での英語の教科化などの新規プロジェク





以上 、 日本 の外 国語教 育 に対す る示唆 を簡単 にま とめて きた。承知の ように現在 の 日本
の学校教 育で生み 出 される コ ミュニケー シ ョン能力 は、指導 要領 にお ける教育理念 が 目指
してい る レベル には るか及 んでい ない。 アジ アだけ に 目を向けて も、 た とえば1999-2000
年 度 のTOEFLの 国別平 均 点(paper-basedtest)で は、 中国559点 、韓 国533点 、台 湾
響難
515点 、英語 が不 得意 と言 われ る タイで も511点 とい う中、 日本 は504点 とその低 さは顕
著で ある。
言語習得理 論の見地 か ら、そ して世界の趨勢 か ら見て も、外 国語学 習の早期化(小 学校
教育)は 今 もっ とも求め られている根 本的改革 の一つであ り、 また小 ・中 ・高 を一つ の流
れ と して捉 え、各 レベ ルで到達 目標 を明記 したナシ ョナル ・シラバ スの作 成 も、効果 的か
つ合理的 な言語 習得の ため に不可 欠であ る。 さ らに重要 な こ とは、 これ ら改革 を実践 ・発
展 させ るこ とがで きる教員 の質の向上 であ り、 そのための教員養成 ・研修 は怠 りな く実行
されねば な らない。以上三つ の改革 は今後の 日本 の外 国語教 育の最重要課題 であ り、 これ
を成功 させ るために、国家 と して確 固 と した言語教育政 策 を打 ち立 てる ことが必要で ある
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李潤玉氏を始め多 くの方々にご協力賜った。心 よりお礼 を申し上げたい。
諸外国の言語教育政策と日本の外国語教育への示唆 釧
